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中国華北農村における祖先祭祀
畢　紅豆※
　　　　　　　　　序論
第1節　研究動機と目的
　一九七八年以来，中国政府は積極的に外資
を導入する等の改革・開放政策を実施した。
それゆえ八O年代以降，中国に来て工場を建
てたり，投資をしたり，親友を尋ねたりする
華僑が次第に増えている。同時に，一種の「尋
根ブーム」も静かに興起してきている。「尋根」
とは，簡単に言えば，祖先を尋ねるというこ
とである。これらの華僑たちが生まれ故郷へ
戻って墓地を買ったり族譜を修めたりして，
「尋祖」，「祭祖」活動が行われるようになった。
海外華僑だけでなく中国国内でも同様に，一
時期馴染みが薄くなっていたものが再び人々
に知られるようになるという現象が起こって
いる。しかも，それは現代的な様相を伴って
復活しているのである。すなわち，山西省晋
陽県の一部農民が金属貨幣を副葬品として埋
葬すること；八十年代に見られた，木を切り
倒して森林を壊し存命中に予め墓を建てるこ
と；お葬式に使われていた道教の音楽を再生
している高級コンポ；煙と火の中で焼かれて
徐々に天に昇っていく「紙人」，「紙馬」，そし
て紙テレビ，紙冷蔵庫などを例として挙げる
ことが出来る。これらの現象について，これ
は伝統文化への復帰だと賞賛する人もいるが，
封建迷信の復活だと不安を抱えている人も少
なくない。
　祖先に対する崇拝は「中国民衆の宗教意識
と社会生活の核心である＊1」とされ，また祖
先崇拝は「人と神霊世界の宗教的な連係の一
部分＊2」であるとされる。祖先崇拝は，万物
　※筑波大学大学院地域研究研究科
有霊，祖霊崇拝を経て形成されてきたと言わ
れる。父権制が確立されて以降，族長はその
威厳によって，死後も霊魂となって本族の幸
福と安定に影響を及ぼすという考え方が形作
られ，一連の崇拝儀礼が確立されるに至った。
　中国では商代には祖先崇拝がすでに相当発
揮していたが，それは貴族社会に限られたも
のであった。後に祖先崇拝は，封建社会の発
展とともに儒教の「孝」と結びついて庶民の
世界へ広がり，庶民の家庭においても重要な
信仰になった。このことからも，中国は典型
的な儒教思想の祖先崇拝の国であると言われ
るのである。一九四○年代末以前，祖先崇拝
は華北地域の農村家庭における伝統文化の重
要な現象であった＊3。
　祖先祭祀の研究は二つの側面から研究され
た。一つは霊魂不滅性，継世性，不死性など
の宗教・信仰的側面から宗教学的・民族学的
に研究され，もう一つは家族制度や政治組織
のイデオロギーとして社会学的に研究された。
　社会人類学における申国の祖先祭祀に関す
る研究は，主に中国東南部の発達した宗族を
対象としたものが多く，これら地域において
大量の現地調査を行い，祖先祭祀の様相，特
徴を解明しているものの，中国華北地域の弱
小宗族における祖先祭祀の研究は未だに数が
少なく，華北地域における祖先祭祀の実態は
不明のままである。
　本研究では，筆者が一九九七年十一月に中
国山東省冠県一村落内の年申行事における祖
先祭祀に関する調査及び周年祭祖行事を基に
社会人類学的に華北地域における弱小宗族の
祖先祭祀の一端を明らかにしたい。
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第2節　先行研究
　従来，祖先祭祀に関しては，祖先再起をそ
の主要な機能とする社会組織の延長線上に捉
えるか，或いは，祖先祭祀はそれ白体独白の
象徴領域にある存在および行為であるとして，
祖先の世界に焦点にあわせて考察するか，と
いう主要な捉え方がなされ，人類学的，宗教
学的，民俗学的に数多くの研究がなされてき
た。
　社会人類学における中国祖先祭祀の研究は，
イギリス社会人類学者フリードマン
（1920・1975）が社会人類学の方法を用いて，
歴史文献研究和現地調査（fie1d－work）結果
を有機的に結びついて，中国の広東省・福建
省及び香港新界＊4の親族組織に焦点をあてて
位牌祭祀を考察し，中国の漢族祖先祭祀二分
論の観点を提出した。つまり，漢族の祖先祭
祀は家庭とリニージの二つのレベルに分かれ，
四代まセの近祖は家庭内の祭壇で，それ以上
の遠祖は宗祠の位牌に移されリニージにより
祀られるという。清明節など墓祀りにも遠近
両レベルの祖先が存在している。祠堂，共有
地など族産に基づく宗族レベルの遠祖祭祀と
対照になって，家族レベルの祖先祭祀は，祖
先を共に祭祀する集団として認知されている
から，「個人をいわばそれ白体として個別にい
つくしみ追悼する祖先崇拝の意味が強く見ら
れる」＊5と述べた。
　フリードマンの研究は社会人類学における
後世学者の中国祖先祭祀に関する研究に多大
な刺激を与えた。同時に，フリードマンが系
譜角度の視点に注意を払わず，ただ家庭の機
能角度から親族組織を分析し，財や人員数の
不均衡に基づき，宗族の文節についてサブ・
リニージという用語だけを設定して，これは
機能主義的構造の研究であると，後世学者に
批判された＊6。彼の主に文献作業に基づく祖
先崇拝に関する研究でも理想型の祖先崇拝で
あると評価された＊7。
　これに対して，未成道男氏は台湾の福建系
と客家系の発達したリニージを調査し，未成
道男は台湾の宗族や家族を構成する諾単位が
多属性と遷移性を持っているとも述べた＊8。
従って，未成氏は祖先祭祀単位を，竃を共に
する世帯と，屋敷（庁）を共にする単位およ
び，更に上位の祖先を結節点とした単位とに
分けて＊9，祖先祭祀の空間を「家祠」と「宗
祠」という対照的な分析概念を設定し，考察
した上で，祖先祭祀の形態はフリードマンの
二分論にそのまま当てはまることはできず，
むしろ家族とリニージの二つのレベルに分類
しきれない点に漢族の祖先祭祀の本質的特徴
が見られると指摘した＊ユO。
　植野弘子は，台湾漢人社会の祖先祭祀につ
いて，宗族・家族という組織形態による祖先
祭祀の多重構造を分析・考察している＊11。
　中国東南部の発達したリニージに反して，
華北社会の社会組織の事例では，共有地と廟
や家譜を独自に所有する分節は特殊な事例で
一般的ではない。佐々木衛は，これを認識し
たうえ，山東省農村の地域リニージ内の「支」
（branch）の形成過程に注目して，「支」におけ
る祖先祭祀の様相を考察した＊12。然し，此の
論文は近代（一九四○年代）華北地域の親族
組織の特徴に対する研究であり，華北地域の
祖先祭祀に関する貴重な現地調査資料が残さ
れているが，祖先祭祀についての専門的な研
究とは言えない。
　華北地域の祖先祭祀に対する数少ない専門
的な論述は内田智雄の『華北農村家族におけ
る祖先祭祀の意義』＊13での研究が挙げられる。
農民の祖先祭祀は儒教的礼儀主義と合理主義
に基づき，祖霊の存在を否定して，宗教心が
挟乏している一つの儀礼に過ぎないと結論し
た。『中国農村慣行調査』は日中戦争申に行わ
れていたから，当時，安全のため，調査側は
昼間，警察の保護のもとに村に行って，村長
や一般村民（被調査側）を村公所に呼びかけ
て一問一答の形で行い，終わって，また城鎮
に戻る形で実施したものである。周り雰囲気
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の厳粛さに圧迫されて＊14正式的な質問に対し
て，農民が，無意識的に儀礼主義的な作法（礼
儀作法）で答えた可能性が高いと考えられる。
　本研究は，申国山東省一村落内の祖先祭祀
に対する現地調査の結果を基礎に～社会人類
学の方法を用いて，此の地域における祖先祭
祀の考察を試みるものである。
第3節研究対象と研究方法
　本研究は，筆者が一九九七年十一月に，中
国山東省冠県前場村において実施したフィー
ルド・ワークから，当該地域の祖先祭祀の実
態を明らかにするものである。
　研究は，前場村における祖先祭祀儀礼につ
いて，筆者が実際に参加した二十周年祭祖の
儀式を，時系列に沿って分析し，併せて東南
中国地域における祖先祭祀の内容との比較を
行うことによって進める。そして，その東南
中国地域における祖先祭祀との比較をするこ
とによって，儒教が地方農民にどのような形
で受け入れられていったかという疑問の一端
が明らかになり，華北地域における祖先祭祀
の特徴がより明らかになると考えるからであ
る。
一．研究の地域
　本研究における研究対象の地域範囲は中国
北部の華北地域であり，比較参照対象地域は
中国東南部が選定された。
　華北地域とは，民国時代（一九一一年～一
九四九年），大抵に於いて，黄河の流域を中心
に，河北・山東・河南・陳西・甘粛の六省を
指すのであって，新中国建国以後，山東省は
華東行政区に区画されているが，本論文の研
究の便宜のため，他の学者と同様に，民国時
代の概念にそのまま使用することにする。華
北地域においては，海岸に近く，平野に富んで，
人口も多く，その密度も高く，交通も比較的
便利な地域である。農産物は，麦類・豆類・
黍（きび）類・粟・高梁・玉濁黍等，いわゆ
る畑作物を主とし，南中国の如く米・茶・蚕
桑等に乏しい。山東省と河北省のいずれも，
中国の重要な食料・綿花の産地として，有名
である。
　東南中国とは，福建・広東を中心になる中
国東南沿海一帯の諸省である。中国では，楊
子江を境として南北の両大地域に分けられて，一
自然・社会・人文的な景観や文化が大きな差
異が存在しているが，共同的な歴史を有して，
同じ儒教文化の背景に存在していることはこ
れらの地域間の最大の共通点であって，私が
この両地域を選定した最大の理由である。社
会人類学におけるこの地域の漢民族に対する
豊富な事例研究がと精綴な理論も私に中国東
南地域を参照地域として選和だ動機付けを与
えた。
　本研究の調査地域である冠県は，山東省の
西北部の黄河沖積平原に位置し，山東省の耳卯
城，臨清，河北省の大名，及び館陶県にそれ
ぞれ隣接して，山東省の西北部の小県である。
冠城鎮は県府所在地であり，冠県の政治，経
済中心地である＊15（付録1参照）。前場村は
冠城鎮の近郊に位置し，戸数約六〇の中等規
模で，五つの姓から構成される普通な雑姓村
である。本研究はこの前場村内の祖先祭祀の
事例を中心に検討して試みるのである。
二．研究方法
　本論文は，筆者が一人の観察者として，村
に入り込み，村人に対する聞き取り調査と，
二十周年祭組の行事に直接的に，参加して，
観察した形で得られて結果について記述する
ものであるから，観察したことをできる限り，
忠実的に記録し，捨象したり背景的なものに
押しやってしまうのではなく，そのままにの
形（たとえば，農民の片言只語，インフオー
マントの説明）で記述する。
　そして，より正確的に記録するため，その
まま地元農民の言葉（ローカル・ターム）を
分析概念として設定することにするところも
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多い。以下は，便宜のため，本論文における
幾つかの常用用語ついて設定する。
　1．祖先祭祀の単位
　中国では，「家」の概念が，費孝通が述べた
とおり，様々な意味が持ち，場合場合によって，
意味が違う＊ユ6。それに従って，祖先祭祀の組
織も多様なレベルに存在している。
　祖先祭祀の単位は大きくいえば，フリード
マンの言うとおりに，宗族と家族の両レベル
に区分られる。
　本研究では，基本的には，この定義に従い，
未成道男の用語を参照しながら，華北地域の
農民の常用用語（ローカル・ターム）を用い
て本論文の分析用語に再設定する。
　「世帯」：竃を共にする単位
　「家族」：世帯の上位単位として，親夫婦
　　　　　　世帯とその、自、子たちの世帯の組
　　　　　　み合わせる単位を指す。例えば，
　　　　　　A氏家族を言う場合は，A氏を
　　　　　　頭とするすべての、自、子たちの世
　　　　　　帯とA氏夫婦世帯の組み合わせ
　　　　　　る単位を指す。
　「本家」：祖父を共通にする三代の子孫の
　　　　　　範囲の単位である。
　2．祖先祭祀の場
　「家祠」：未成道男は，台湾では祖先の位
牌は，大別して住居の正面申央の部屋（正庁）
に置かれる場合と居住空間と離れた独立の建
物に安置される場合がある。前者を「家祠」，
後者を「宗赤司」と称することにして，分析概
念を設定した＊17。
　華北地域では，位牌や家譜が置かれる場所
は，台湾と同じで，住居の正面中央の部屋で
あり，「堂屋」「正房」と呼ばれる＊18。台湾で
は，庁は分家した後でも，共有財産として，
祖先の祭祀・等の活動を行うか，「堂屋」は分
家に際して，個人的な財産になって，そして，
家譜や位牌も抽銭によって保管される家に決
まる地方もあった＊19。
　本論文の構成は以下の通りである。
　序論の第2節，第3節では，研究動機・目
的と先行研究及び研究方法を述べた後，東南
中国の祖先祭祀を念頭にして，
　本論の第一章，第二章で，筆者が行った冠
県前場村で年中行事における祖先祭祀につい
ての聞き取り調査の成果を記述することに
よって関係資料を参照しながら，祖先祭祀の
リチュアル・カレンダーを明らかにする。第
四章では，当該地域で同族が集結して協同的
に祭祖儀式を行う二十周年祭に参加・観察し，
そして此に対する考察・分析するもので構成
される。
　結論の部分では，これまでの対照研究によっ
て，華北地域のA姓家族の祖先祭祀の実態の
明らかにする。
　　第一章　旧暦正月におけるr拝祖」
　中国の旧暦正月には，門の左右の柱に「紅
神殊菱」を貼ったり，めでたい文句を題書し
た「春聯」や門の両扉に武人の姿をした「門神」
の像を貼ったりする行事がある。また，大晦
日の晩には家族全員が揃って亡くなった祖先
の霊を家に迎え入れ，一緒に新しい年をむか
えて，子孫が祖先に礼拝を行う「拝祖」も伝
統的な行事である＊20。
　冠県では，祖先祭祀は，「祭祖」，「拝祖」，
「拝老祖宗」と呼ぶ。旧暦正月の祖先祭祀は「拝
祖」，「拝老祖宗」と呼ばれ，主に，祖先の名
前が書かれてある「家堂」や「家譜」に向かっ
て礼拝をする祖先祭祀行事を指す。福武直は
家譜や祠堂が華北農村の「同族結合の象
徴」＊21であると述べ，家譜と祠堂の祖先祭祀
における位置づけをした。
　本章では，此の家譜と祠堂という両視点を
捉え，1日暦正月の「拝祖」の性格を考察する。
　まず，筆者は聞き取り調査を行った場所で
ある冠県前場村について，簡単に紹介し，そ
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して，前場村に住んでいるA姓家族の概況を
説明してから，この家族の旧暦正月「拝祖」
祭祀を記述する。此によって，また，資料に
みえる旧暦正月の祭祀の様相と共に旧暦正月
の祖先祭祀の性格を考察する。
第1節　前場村及びA姓一族
　本節では，前場村の概況，及び前場村に住
んでいるA姓家族の人員構成・住居を簡単に
紹介した上で，旧暦正月に「拝祖」を行う時
に使う「家堂」について説明する。
一．前場村の概況
　冠県は山東省の西北部の黄河沖積平原に位
置し，山東省の柳城，臨清，河北省の大名，
及び館陶県にそれぞれ隣接している。冠城鎮
は県府所在地であり，冠県の政治，経済中心
地である＊22（付録1参照）。
　前場村は冠城鎮の近郊に位置し，戸数約六
〇の申規模の村落である。村は五つの姓から
構成される雑姓村（複数の姓から構成された
村）で，このうち約二○家族からなる王姓と，
十一家族からなる梁姓，及び劉姓，張姓，李
姓などの家族が含まれている。それぞれの家
族は，山東省の大部分の村落と同様に＊23，村
の一画一画に集中して居住して，親夫婦と息
子世帯が竃を分けて別々に暮らしているもの
が大部分を占めている。「4世同堂」のような
中国の理想的な大家族の同居生活は前場村で
は一つも見られない。A姓家族は前場村の西
に居住している。
二．A姓一族の概況
　華北地区の人々が一般にもつ伝説と同様に，
A姓家族の祖先も山西省洪洞県からやってき
たとされる＊24。前場村に住んでいるA姓家族
の祖先は，族譜の上でAから数えて二十世代
前まで遡ることができるが，この祖先が前場
村と遠く離れている冠県梁辛荘という村に定
住し始めた始祖である・現在，梁辛荘にはA
姓の最古の族譜が保管されていて，A姓一族
の大部分の子孫はまだ住んでいるが，．その近
くの村に移住して出た梁姓の家族も少なくな
い。近年，興起している「家譜」，「族譜」を
修復するブームにのって，以前，全く音信が
絶えた者達まで，「認祖帰宗」のために次々と
梁辛荘に訪ね，旧暦正月の「拝祖」行事に参
加し，自分たちの家譜を作る者もあった。
　前場村に移住してきたA姓家族の祖先はA
の父親の兄弟（二十世代）二人である。Aの
父親の子孫は前場村に定住したが，その兄弟
の子孫たち（Aの世代に相当する）はさらに
ほかの村へ移住し，前場村から出た（図1－1参
照）。現在，前場村に住んでいるA姓の人々は
皆Aの父親の直系子孫である。この二つの「支」
の間では普段あまり往来がないが，旧暦正月
の年賀，葬式などの際には，たまには互いに「走
動」（往来）している。前場村に居住するA姓
家族は，梁辛荘に居住するA姓家族ともほと
んど顔を合わせる機会がない。その理由は両
村の距離が離れていることにあると説明され
るが，何十年か前には，清明節の時，各家族
の代表が一堂に会して一族の祖先を祀ること
があったが，しかし，年代が経ち，現在，前
場村にいる人々の中で，その当時の状況につ
いて明確に記憶している者は一人も居ない。
　現在，前場村に住んでいるA姓家族は，主
にA氏の家族とAの兄の家族で，合わせて八
つの世帯，四十一人が居る（図1－2参照）。
　筆者の聞き取り調査の対象であるA氏の長
男4A（63）＊25夫婦と三人の息子の世帯は前場
村の西の一画に居住していて，次男6A（58）は
冠城鎮に居を構えている。五年前に長男
4A（63）一家は正式に分家して，4A（63）夫婦
は父親のAが住んでいた「老宅」に住み，三
人の、自、子たちはその隣に新しい部屋を建てて，
それぞれに別の敷地に居住している（図1－3参
照）。
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図1－1A氏近支系譜図I
一128一
△＝θ △
201吐（福）
△！θ
A
▲＝θ
A 21・肚（震）
△＝O
［1］
△＝O
　［2］
0＝△　　　△一〇
［3コ　　　　［4コ
△＝O△二○△＝O
｛｛
○△△△○O△
［71　［8］　［9］
0＝△0＝△0＝△△＝○△三00△△＝00＝△△
0ム0△0△△OO△△△O△△△
［10］　　［11］　　［12］　　［13］　　　［14コ　　［15］
0＝ム　　　　　△＝O
　［5コ　　　　　　　　［6］22肚（長）
二00＝△△＝　△＝00　△ム＝00＝△0＝△△　2泄（振）
O△ 　　△
［I6 　　［］7］　　［一8］
△
［19］
△　　△　0
［201［21］［22］
△　　0△
［23］　　　［24コ　　［25］　　　　241吐　（言背）
［n］：世帯番号（筆者が着ける）
（）内は輩（批代）字
▲：享祀者であり、Ogoである
△：男性　　　○：女性
△，0：婚姻関係
カープ内：家族範囲
図1－2　A氏近支系譜図1I
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図1－3　4A（63）家族の間取り
ものだと言う。A氏の家堂の上半部の略図
は図1－4の示した通りである。
　「家堂」は，家の大切な物でからという
理由で，筆者の写真撮影の要求が断られた
ため，図1－4は筆者が「家堂」を見た時に簡
単に記録した内容と記憶とによって復元し
た物である。祖先の名前の配列順序は，で
きる限り一世代が一行に占めるようにして
あるが，紙面の制限で時時上の行に行った
り，次の行へずらしたりする現象も少なく
ない。4A（63）の世代から数える高祖までの
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一世長
三世次 三世長三世三
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?????????
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二世長
一世次
二世四 二世次二世五
?????????????????
図1－4A氏r家堂」略図
A姓一族は，一九四九年以前，清明節の時，
老墳地で始祖を祀ったことがあったが，祠
堂がないため，旧暦正月に一族が集まる共
同の「拝祖」行事は行わない。
　「家堂」は，山東省各地において呼び方
が異なるが，佐々木衛によると，祖霊の依
代とする「霊牌」に相当するものである＊30。
前場村では，現在，父母の死後三年未満の
家では，臨時に黄色の紙銭に死亡した人の
名前を書いて祭祀を行った後，他の紙銭と
共に焼かれる。臨時の紙制位牌が多く，正式
な位牌を持っている家族はない。この紙
製位牌の書き方は何種類もあるが，A氏の
祖先の名、前は，族譜の内容と全く同じであ
るが，それ以下は4A（63）の高祖及びそのす
べての子孫たち（4A（63）の父親の世代まで）
の名前が書かれている。
　1Aの家でも「家堂」を保有している。そ
の内容は4A（63）が保有する「家堂」の内容
と比較すると，A氏の世代から数えて，高
祖までの祖先の名前は全く同じであるが，
それ以下は家堂を保有する家長によって直系
祖先のみが記入されている。
　4A（63）の「家堂」を見ると，族譜と同じ
で，A姓一族の世代深度はAの世代まで綿々
として二十二世代が繋がっているが分かる。
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場合は，「A老先生之神位」と書いたという。
　旧暦正月の「拝祖」行事は，主に大晦日
の夜，家族全員がこの掛け軸の「家堂」に
向かって礼拝をし，そして，正月坊日に家
長を頭に紙銭を持参し，同族の家に「拝年」
（年賀）しに行くのである。次は，この「拝
祖」の具体的な様子をA氏の家族を通じて
見ることとする。
第2節旧暦正月のr拝祖」
　本節は，聞き取り調査による山東省冠県前
場村のA氏と肩荘H氏の祖先祭祀について記
述するものである。A姓家族の旧暦正月「拝祖」
行事は時剛11頁に記述する。
一．A姓家族の「拝祖」
　1．「迎祖宗」
　父母の死後三年未満の場合，二ないし三人
の弾性の子孫が家族の代表として墓地に行っ
て，爆竹を鳴らし，紙銭を焼いて泣きながら
家に帰る。これは「迎祖先」「迎祖宗」←呼ば
れ，祖先の魂は墓地から家に迎え入れられる。
男性なら誰でも構わないが，女性は行けない。
通常，大人一人と何人かの子供が行く場合が
多い。時間は必ず日の沈む前に家の中に迎え
入れる。三年を過ぎると墓地には行かない。
　2．「掛家堂」
　「家堂」は，普段，一つの箱に保管されて，
4A（63）が住む「老宅」の「堂屋」a（図3参
照）．の西側の部屋に置かれる。大晦日の日に，
堂屋aの正面の壁に掛けて，その両側には「子
孝孫賢源澤長」「祖徳宗功満庭芳」という体聯
を飾って掛けて置く。
　3．「擢供品」
　供卓「八仙卓」に使う。「八仙卓」の上に線
香，香炉，酒盃（三個）と「供品」（供物）を
並べる。供物にはおかずと饅頭が一番よく用
いられる。おかずには豚肉の角煮（大碗肉），
鶏肉の照り焼き（熾鶏），魚の揚げ物（煎魚），
肉団子（四喜丸子），較子と何品の野菜妙め等
の料理が良く使用される。
　「拝祖」は4A（63）の「堂屋」で行われるた
め，供物は4A（63）の家が用意する。6A（58）
が現金で充てる場合が多い。いわゆる「湊イ分
子」（頭数を寄せ集める）である。
　4．祖先を祀る
　夜十二時をすぎると，長男4A（63）を頭に，
家族全員（［4A］［18A］［20A］［21A］［6A］）
が「家堂」に向かって叩頭する。「拝祖」の開
始時間は夜十二時を過ぎると，早れば早いほ
ど良い。
　A氏の家族が新しい家堂を作って以後，
6A（58）一家は，毎年の大晦日には仏（63）の
家に戻り，両家族一緒に「拝祖」を行う。
　5．「拝年」（年賀の祝い）に行く
　旧暦正月朔日には，一束の黄色の紙銭を持っ’
て同族の「輩」（世代）の高い家へ年賀の祝い
に行く。年賀に行く際に，兄弟同士や父子関
係の血縁関係が一番近い人たちが一緒に同族
中一番「輩」（世代）や年齢の高い者に従って
同行する。その家に着くと，一人（「輩」や年
齢の高い人）が代表として，「家堂」が掛けら
れている「堂屋」に入り，線香を焚いて，持
参してきた紙銭を焼きながら，庭にいる者た
ちに合図をする。そして，庭で待っている者
が「焼了」（焼いた）という唱える。その声を
聞いてから，庭で待っている者は，一緒に「家
堂」に向かって四回叩頭する。。礼拝が終わっ
てから，この家族の年輩の人に「拝年」をし
始める。こういう年賀は大体午前中終わる。
午後には同族の年輩の者たちが互いに「拝年」
をし始める。
　A氏家族の「拝年」の順は，4A（63）を頭に
して，6A（58），18A，20A，21A，6As＊31が
揃って！Aの家に行って拝祖を行う。礼拝が終
わると，！Aの家に居る者たちと合流して，同
族の「家堂」の掛けてある家に年賀に行く。
年賀の範囲は「本家」を中心に行い，「五服」
になると，近くに居住している同族の家に行っ
て「家堂」に礼拝をするのみである。
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　6．「収家堂」
　通常，「本家」の年賀は正月朔日に終わる。
そして，「家堂」を壁からはずして，箱の中に
収める。「家堂」を収めると，正月の「拝祖」
行事も終わることになる。
　正月二日は嫁いだ娘が家に帰ってくる日で
ある。娘と婿は「家堂」に礼拝を行わないか
ら，正月朔日に「家堂」を収める家が多い。
　7．「送祖先」
　父母の死後三年未満の家は，正月三日・目に，
必ず昼の十二時前に，家の大門の外で紙銭を
焼いて祖先を送る。三年を過ぎると，特別な
儀式がなくなり，「家堂」を収めることは旧暦
正月の「拝祖」が終わることの象徴になる。
二．肩荘H氏の場合
　雇荘は前場村と二十里を隔てる小さな雑姓
村である。昔，肩姓という家族が最初にこの
村に定居したから雇荘と名付けたわけである。
現在，肩姓の人口．は村の95％が親戚関係にあ
るという。H氏の妻は4A（63）の長女である。
大晦日にH氏一家は「家堂」を掛ける父母の
家に行って拝祖の儀式を行う。儀式はA氏家
族と大体同じ式次第で進行する。ただ，三年
未満の区別がない。祖先を迎える時には墓地
に行かない。「迎老爺爺，老妬妬回家過年」
（お爺さん，お婆さんを家に迎えて年越し
をする）という意識はあるが，儀式として
は行わない。
結び
　以上考察した冠県前場村A氏家族の場合，
　1．旧暦正月の「拝祖」は「家堂」を中
心に行われている。
　「家堂」は祖霊の依代として位牌に相当
するものである。また，「家譜」とも呼ばれ
る。A氏の「家堂」を見ると，先祖代々の
名前を列記しているが，4A（63）の曽祖父か
らは，その子孫たちの名前だけを記入する
ようになり，別の「支」の「家堂」の内容
と異なるようになった。つまり，「家堂」の内
容は，保存されている家の家長から数える高
祖や曽祖までは族譜の内容とおなじで，それ
以下は，家ごとに高祖や曽祖以外の祖先の名
前だけが記入されている。
　2．「家堂」に対する祭祀は，家族レベル
における一族の祖先全体に対しての祭祀であ
る。大晦日の「拝祖」は家堂が掛かれている
4A（63）の家で行われる。6A（58）と4A（63）
の息子の世帯が一緒にこの「家堂」に対し
て祭祀を行う。大晦日の祭祀は「家堂」が
掛けられている家を中心に，家族や世帯
たちが集まって行う祭祀である。ここで，子
孫たちの礼拝を受けるものは個別の祖先で
はなくて，「家堂」に書かれている一族の祖
先全体であると言える。
　正月朔日の年賀は「家堂」を掛けている
親族の家に言って礼拝を行う。親族範囲は
「本家」を中心に「五服」内に留まる。輩
数や年齢の低いものが輩数・年齢の高い家に
紙銭を持って行く。別の「支」の「軸子」に
対して祭祀を行うことは「共祖」の感情の存
在をが示しており，現実的にも相互間の感
情を深める傾向が見られる。
　供物は，世代単位で持ちよるか現金を集
める方法で用意する。これは父母等個別の
祖先に対してそれぞれ用意するわけではな
く，祖先全貝に対する祭品として供えてい
る。死後三年未満の父母に対して，A氏の
家族の場合は，墓地に行って霊を家に迎え
に行ったのに対して，H氏の場合は，特別
な行事を行わない。
　3．旧暦正月の「拝祖」は，「本家」を中
心に「五服」に広がる家族レベルにおいて，
共同性より分散性が強く見られる。大晦日の
「拝祖」儀式は，Aを頭にする息子たちの家
族が一緒に行う行事であって，世代深度が三
世代に渡っている。旧暦正月朔日の「拝祖」
から「本家」の範囲に広がり，「五服」まで
留まっている。角「家堂」に礼拝する時問帯
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がほぼ午前申に集中しているが，各家族の礼
拝時間はばらばらになっている。
　4．「拝祖」の式次第は随分簡略かされてい
る。「焚香」「焼紙」「叩頭」だけで済ませる。
　以上見てきた前場村のA氏家族の旧暦正月
における「拝祖」は，家族レベルにおける「家
堂」の祖先全体に対する祭祖行事である。系
譜認知はしても，一族としての祖先祭祀の姿
が見られない。次節では，関係資料に見える
一族の宗祠での「拝祖」の様相を紹介する共に，
此の旧暦正月の祖先祭祀の性格を明らかにす
る。
第3節　正月r拝祖」の性格
　福武直は「祠堂は，聚居する（華北）農村
同族にとって家譜以上に同族意識を喚起する
ものである」＊・2と，祖先祭祀における祠堂の
役割に大きな評価を与えた。この同族意識は
漢民族の「湖本追源」の「同宗同祖」意識を
指している。
　覇莉莉によると，「祖には先人，創業者，源
の意味があり，宗には主要，基本の意味がある。
祖先は，生命の源とみなされ，一族（同一の宗）
の人々の身体の『骨血』は，みな同じ祖先か
らいただいたものだと考えられている」と述
べた。従って，祖先を祭祀することは，祖先
を偲び，同じ祖先を祀る子孫であれば，同じ「骨
血」を持っている「共祖性」を求めることで
ある。
　社会人類学における祖先祭祀については，
位牌祭祀を一つの重要な研究視点として研究
されてきた。フリードマンの祖先祭祀の二分
論によると，四代までの近祖は家庭内の祭壇
で，それ以上の遠祖は祠堂の位牌に移されリ
ニージにより祀られる。近祖祭祀は，儀礼を
行う生者としての子孫のイメージの中に個々
’の名前，個人的記憶，個性が残されている祖
先に村する家族レベルの祖先祭祀とすれば，
家族レベルの遠祖祭祀は生命をくださった祖
先の恩恵に感謝し，祖先の徳を讃え，一族の
繁栄を願うことが宗祠で祭祀を行う目的であ
る。本節では，まず，祠堂がない「拝祖」行
事を，二つの例（事例ユ，事例2）をあげて，資
料に見られる華北地域の祠堂祭祀（事例3，事
例4）を考察し，そして，此について分析す
ることによって，前場村A姓家族の「拝祖」の
性格を明らかにする。
一．祠堂を用いない場合
　事例1では，金丸良子が『中国山東民俗志』
で山東省肥城県での祖先祭祀の儀式を民俗誌
的に記述して，儀礼の式次第に関する記録が
多いのに反して＊33，事例2では，親族組織に
焦点をあてて山東省平原県の祖先祭祀に関す
る分析を行う数少ない社会人類学的な考察で
ある。
事例1：山東省肥城県での「拝祖」
　1．祖先を迎える
　大晦日の夕方の頃，各家ではあらかじめ路
地の入り口の地面に円錐形にくくった粟のが
らを用意し，男の主人にひきつれられた家中
の男性が長幼の順に列をつくり，その粟殻の
地点まで歩いてゆく。
．参列者のうち，息子或いは孫の一人に木の
盆をささげ持たせているが，その上に祖先の
位牌，火をつけた線香をさした香炉，紙銭，
酒壷，酒杯，爆竹をのせている。粟殻の置い
てある地点まで来ると，盆の上の位牌を墓地
の方に向け，粟殻に火を点じ，男主人が「お
じいさん，おばあさん家に戻って寒さをさけ
てください」と唱える。その後，地面に三杯
の酒を注ぎ，全員起立して，男主人を先頭に
一列となり，鄭重に墓地の方角にむかって三
回叩頭する。つづいて爆竹を鳴らし，祖先の
ために路を開き，また列をつくって家に戻り，
位牌を正房（表の問）の八仙卓（正方形のテー
ブル）の上にならべ，香炉，ロウソク台，お
菓子，魚，肉などを唱える。
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　祖先を無事むかえると，庭に燈篭をかけ，
大門に一本の横棒をかけて，帰るべき家を持
たない小鬼（子孫が絶えてしまって祀る者の
ない霊魂）が家の中に入るのをさえ遮り止め
る。
　2．祖先を祀る
　夜半の十二時になると，新しい年をむかえ
るため，庭に設けられた「天地棚」（神様を祀
るために架けられた棚）・正房の祖先の位牌
に向かって男女別々に叩頭し，その後でそれ
ぞれ自分より長輩にむかって叩頭し，新年の
挨拶を行う。
　3．祖先を送る
　大晦日に招いた祖先の霊は，従来は家で三
日問お祀りし，正月三日の午後に送り出して
いたが，一九五〇年代の初めには多くの家族
が初一（一日＝元旦）の朝七時ころには送り
出していたという。これもやはり家族中の男
性の仕事で，盆に祖先の紙の位牌を置き，霊
を招いた場所へ持ち出し，線香の火を点じて
焼く。その後，地面に三杯の酒を注ぎ，爆竹
を鳴らし，最後に少しばかりの小麦粉をとい
た生水をひさごでまく。
事例2：平原県蘇集郷李荘東の李姓一族の祭
祖＊34
　佐々木衛が調査した山東省平原県蘇集郷前
積子李荘東の李姓は一百三十余戸あって，住
居によって東大院と西大院とに分かれている。
図1－5は一九八六年に西大院の人々によって改
めて作成された李姓一族の家系図の概略であ
る。家譜にたどれる祖先は「元」字のつく四
輩目である。つまり，東の李姓の実際の始祖
として考えられている。家譜の整理の際に，
さら阜こ西大院は子孫を持つ其，文，成，豊の
4人をその始祖とした軸子を作成して，4つ
の支に分かれた。東大院は李剛元と李鉄元と
を始祖とした二つの支に分かれてそれぞれに
軸子を持っている。平素は，「軸子」は輩数の
高い家に保管される。家廟は持ってない。か
つて老墳は持っていたが現在は，平地に帰し
てしまった。旧暦正月の行事は軸子を申心に
行われる。
　1．大晦日に，李姓の人々は村の東門とい
う所に集まって，祖先を招く紙銭と線香を燃
やす。同じ頃，大院内の輩数と年齢の高い家
出は，祭祀をする祖先の名を書いた「軸子」
を正房（中心となる部屋）の壁に掛ける。
　この家の門の外に五，六センチの細い棒を
置く。この棒は，「軸子」をかけて祖先が家に
帰ってきたことを示す。
　東門で祖先を迎えた後，各自の祖先を祭る
「軸子」を掛けた家に行って，「軸子」と輩数
の高い人に礼拝する。
　2．正月の朝，家族の食事を済ませた後，鮫
子を持参して，「軸子」をかけている家に行
き，紙銭と香を燃やす。そして軸子の前の机
の上に供える。年始の挨拶が終わると，持参
してきた鮫子を持って家に帰る。
　3．正月の後，祖先の墓に見送りに行く。
墓の前に較子と供物を供え，爆竹を鳴らし，
紙銭と線香を燃やす。墓で祖先を送るのは，
自分の直接の祖先だけで，この行事は各自各々
がする。墓参りの後，軸子をまいて納める。
門の前においた棒を取り除くと正月の行事は
すべて終わる。
　佐々木衛は以上のことを考察して次の結論
を出した。
　ユ．正月の祭祀の基本的な単位となるのは，
「軸子」を共有する親族で構成する単位であ
る。普通，軸子を輩数と年齢の高い家に掛ける。
必ずしも長門に属さない。
　2．普通，三ないし五の家族が一つの「軸子」
を共有する。一共有する家族は軸子を掛ける家
で祖先を祭る。必ずしも同じ時間帯に共同で
儀式を行うわけではない。
　3．祖先へのお供え者は世帯を単位に持ち
寄る。
　4．正月の儀式は，大院の家族が揃って一
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（2輩）
西大院
　▲李永明
ロロロロ
東大院
（3輩）　　　　　　　　　ロロロロ ロロロロ
1（4輩）李華元▲　李得元▲　李乾元▲　　　　　　　　　　　　　　匿亟≡コ李飲元▲匿嚢轟コ
　　　　　1　　　　　　　　　　不明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺2（5輩）不明　李準海▲　　　　　李東海▲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秀才）　不明李振海▲　　　　　H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　 1
3（6輩）李瑞林▲医嚢轟コ　　匿≡1亟亟コ　　　1……＝…亟コ塵夏憂コ李宝林▲　ロロロロ　　李勝元▲
　　　　〈　　　　　　＾　　H
4（7輩）　！一一‘一李明常▲　　　李明▲　　　李明才▲　李明祥’一一’一！　　口□ロロ　ロロロロロロロロ
　　　　奉祀　　　1△　　l　1奉祀　1　11
5（8輩）　ロロロロ　　ロロロロ　　　ロロロロロロロロ　　　　ロロロロ　ロロロロ　　　ロロロロ　ロロロロ
注1：△：死者、しかも男子口＝記憶がない祖先一…：系譜不明なもの或いは養子厨コ：軸子を有する始祖
注2：表示方法の統一のため、筆者が加筆したものがある
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緒にするのではない。各自挨拶に行くのだが，
集まる時問がほぼ同じなので，世代数の高い
人に世代数の低い者が順に年始の挨拶をする。
正月の行事は集団の共同性よりは各々の家族
がそれぞれ個別にする行事であって，大院を
構成する家族が共同でする活動ではない。つ
まり共同性があまり見当たらない。
　以上は資料に見る四十年代の山東省の旧暦
正月の「拝祖」の事例である。
　事例1は一九四○，五○年代における山東
省肥城県での旧暦正月祖先祭祀の様子である。
各「家」を祭祀単位にして，祖先を家の中に
迎えて，「家堂」を用いず，その代わりに位牌
を使用する。位牌は何代までの位牌を使うか
文章の中からは分からない。ここでは，祖先
に対して「おじいさん，おばあさん」と呼ん
でいて，冠県の習慣と同様である。山東省各
地では，祖先に対して，神と称することがで
きないが，鬼と呼びたくないため，通常「家親」
（？）「老爺爺，老妬女乃」（お爺さん，お婆さん）
と称する場合が多い。実際のお爺さん，お婆
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さんではなくて，すべての祖先を指す可能性
が高い。
　祖先を「霊」，「魂」として対処するの一つ
の例はここで見られる。祖先を無事に家に迎
えて入れると，「庭に燈篭をかけ，大門に一本
の横棒をかけて，帰るべき家を持たない小鬼
が家の中に入るのを遮り止める」と金丸良子
が記している。その棒を掛ける習慣は前場村
では見かけないが，事例2の佐々木衛の論文
の中に同様な記述がある。
　山東省平原県の東の李姓（事例2）と山東
省冠県A氏を比較すれば次のようになる。
　1．「軸子」に記載されている世代深度は，
A氏の家族が二十二代の祖先全員を記入して
いるから李姓の五代前か三代前の祖先記入例
より深い。
　2．「軸子」を共有する家族範囲からみると，
李姓とA氏の場合は同様で，三ないし五家族
で一つの「軸子」を共有している。
　3．正月の「拝祖」行事は大体同じような
形で行われる。家族レベルで祖先全体に対す
る祭祀，供物は世代単位で寄せる形を採る。
　次は，事例3と事例4とを通じて，宗祠に
おける宗教レベルにおける祖先祭祀の資料を
分析する。
二．宗祠における「拝祖」
　事例3：山東平原県楊姓の祠堂祭祀＊36．
　1．大晦日の午前に，族長と数人が廟の掃
除をする。「正房」に家譜をかける。他の者は
墓地に行って神銭と香を燃やし，祖先を迎え
る。
　午後になると，各自「祠堂」に出かけて，
楊姓の「老祖宗」に礼拝する。並べた椅子に，
細長く切った紙をかける。祖先の霊が「祠堂」
に帰り，子孫共に正月を迎えるのである。
　2．大晦日の夜になると，「祠堂」に行く。
紙銭を焼き，礼拝をする。族長は一晩中寝な
いで祖先を見守る。
　3．正月の朝には，家族全員が「祠堂」に
行き，まず，礼拝する。持ってきた料理を机
の上に並べる。次に爆竹をならし，紙銭を焼く。
族長の合図と共に，全員が一緒に礼拝をする。
その後，世代数の高い者に順次礼拝する。
　正午になると，較子を「祠堂」に供える。紙
銭を焼く。
　その日の夜になると，「祠堂」の椅子におい
た依代の紙と鮫子を持って，墓に祀る。墓の
前で依代を焼く。最後に，供え者の較子を持っ
て帰って，家族で食べてしまう。参拝する墓は，
父母→祖父母→曽祖父母の」l1頁で三代前の祖先
までする。
　事例4：金丸良子の報告＊37．
　1．「家堂」を準備する
　家の正房（母屋）の堂屋（表の間）の中央
の壁に真っ赤の「卓衣子」（テーブルかけ）を
かけ，軸は「家堂」あるいは「中堂」と呼ば
れる画幅である。軸をかけ終えると，供卓に
香炉，ロウソク代などの祭祀用具をならべる
　2．祖先を招く
　大晦日の晩に男主人は子孫を引き連れ墓地
へ行き，「請祖先」（祖先を招く）を行う。彼
らは墓地の墳の前で，線香，紙銭をたき，叩
頭の礼拝を行い，祖先の霊魂（在天之霊）が
家にもどり年越し（過大年）をするように懇
請する。その後，何発かの爆竹をならして，
家にもどる。
　3．供え物を並べる
　祖先の霊魂を家に招いた後，堂屋の供卓の
上に木の位牌をその輩次（世代数）に従って
並べる。これを「安坐」という。位牌の表に
は「顕考」（祖父の意）とか「先考」（父親）
のいみなを，「顕枇」（祖母）と「先批」（母親）
の姓氏を記載し，位牌の裏面には生卒年月日
と行年（寿終の年齢）が記してある。
　位牌の「安坐」が終わると，さらに供卓に
は数皿のお菓子とあめがならべられ，三本の
線香に火をつけて恭しく香炉に挿す。そして
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何枚かの紙銭をたいて，先人たちの霊魂を家
にまねき入れてから第一回目の祭祀を行う。
　4．祖先を祀る　天地を拝む
　天地を拝下後は全部の供物を室内の竃の前
に移し，竃王を祀る。これも線香，紙銭を燃
やし，叩頭の礼拝を行う。その後，これらの
供物を先人の位牌の前の供卓に移し，先人の
霊魂に供える。香炉に線香をさし，紙銭をも
やして，叩頭の礼を行う。
　5．「年礼」をおこなう
　祖先を祀り終えると晩輩の子孫たちは，長
輩に「年礼」を行う。それぞれの長輩の尊称
を唱え，ひざまずいて叩頭し，長輩たちに新
年の喜びを祝し，「増福増寿」を願う。圧歳銭
を子供たちに与える。
　6．宗洞を叩拝する
　正月一日の最後の儀式である。宗祠は「家廟」
ともいい，同姓全族の祖先祠堂で廟の形をな
している。年越しの菜には宗祠は開放され，
室内には供卓が設けられ，「祖影」がかけられ，
祖宗が祀られている。祖影は一幅の軸で，上
方には格子があり，その最も上の大格子の枠
の中には本族の始祖の講名が書かれている。
これは本族のすでに亡くなっている先人の名
譜であり，世代数に従って並べられ，めんめ
んと絶え問なく長幼の配列によって書かれて
いる。
　宗祠の供卓には大きな香炉が設けられ，一
対の大きなロウソク台が並べられ，「三牲」の
供物が供えられている。「三牲」とは豚の顔（全
豚頭），鶏（大全鶏），一匹の大鯉魚で，さら
に五つの特大の饅頭もつまれている。大晦日
の日から本族の族長により供卓に供えられ，
夜通し線香や紙銭がたかれる。
　正月一日の宗祠を拝すころには，すでに午
前十時前後であるが，本族の各家の成年男子
が線香，紙銭を備えて宗祠の院子内に集まっ
て世代数や長幼の序列にしたがって祖宗にむ
かい線香をささげ，紙銭を燃やし，ひざまず
いて三回の叩頭の礼を行う。礼拝を終えると
再び族長に一回の叩頭の礼を行い，叩拝の儀
式を終える。この後，族長はみんなに対して
祖を敬い考を尽くす教訓を話し，解散する。
　事例3，事例4から見ると祠堂における祭
祀の様子は次の諸点にまとめられる。
　1．祠堂祭祀は「家譜」や「祖影」を掛け
て一族の成年男子が集まって行う行事である
い。「家譜」や「祖影」は一幅の軸で，上方に
は格子があり，その最も上の大格子の枠の中
には本能の始祖の講名が書かれている。これ
は本族のすでに亡くなっている先人の名譜で
あり，世代数に従って並べられ，めんめんと’
絶え間なく長幼の配列によって書かれている
ものである。
　2．族長たる者の下に宗族員が「家譜」に
対して叩頭し，礼拝を行う。「祠堂」で祭祀の
内容は，祖先の徳をたたえ，牲酉豊を供え子孫
の繁栄を願うというものである。「祭文」は読
まなくて，族長から祖先を敬い考を尽くす教
訓を話すことである。
結び：
　このようにして，祖先の徳を讃えることに
よって，一族の「同宗同祖」の意識が強化さ
れて，現世においても，同じ「骨血」を持っ
ている子孫がお互いに援助し，子孫の繁栄を
続けていくことがその祭祀の主要な目的であ
ると考えられる。そこには，個人的な悩み事
や頼み事といった要素は稀薄であり，まだ，
その祖先幸こ関する具体的な記憶に基づく情緒
的な結びつきといったものも殆ど無い。その
代わりに，「共祖」の観念が強く強調される。
　華北地域では，家譜，家廟，共有地を一組
としてもつ親族集団は少なかったようであ
る＊38．A姓一族の共同行事としての様相が見
受けられたが，旧暦正月の「拝祖」行事にお
いては，一九四九以前，以後にかかわらず，
このような様相は見られない。しかし，一九
八七年に家譜を修復した後，A氏家族の「家堂」
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に対する家族レベルの祖先祭祀委行為には，
直系近祖への追慕の念も見られるが，「家堂」
に遠祖までも記入されているから，遠祖への
共祖意識も同時に強調されていると言える。
その意味で，「家堂」に対して「拝祖」を行う
家族レベルの祭祀は，華北地域のA氏家族の。
現在における旧暦正月の祖先祭祀の特徴であ
ると考えられる。
　　第二章　r掃墓」及びr送寒衣」
　聞き取り調査によると，前場村では旧暦正
月「拝祖」の以外，清明節と旧暦十月一日にも，
「祭祖」（祖先祭祀）を行う。本章では，A氏
家族のこの両節日における祖先祭祀行事を記
述し，分析するものである。記述資料は聞き
取り調査によるものである。
第1節　清明節r掃墓」
　清明節の日取りは冬至より数えて一百五日
目とされている。『准南子』天文訓には，「春
文（中略）加十五日。（北）斗指乙則清明至」
と記されている。つまり，冬至より換算し，
小寒・大寒・立春・雨水・驚蟄・春分・清明
と，一節分ごとに十五日を加算して行くから，
冬至後一百五日目となる。
　中国における祖先祭祀の一つとして，清明
節に省墓（墓祀）が行われている。清明日の
墓参の呼び方は時代や華北地域ごとに違って，
「培墓」，「掃墓」，「上墳」，などが挙げられ
る＊39。これらはすべて「祖先の墓について掃
除をして祀る」という意味と解して大過ない
ようである＊40。’
　そして，フリードマンはこの華北の弱小宗
族においては，墓参りが一族を結集する唯一
の契機となるのではないかという仮説を出し
ていた＊41。
　本節では，A氏の家族の清明節の「掃墓」を
中心に現在の清明節の性格を考察する。
一．墓地と風水
　中国の南方，広東，福建省及び香港の地域
では，新たに墓地を選び，祖先の骨を改葬す
る習慣があり，それは主として風水の信仰と
関連している＊42。華北地域に改葬の習慣がな
く，墓の建造は風水説に従って作られる。
　中国南部から沖縄にかけて分布する「亀甲
墓」が有名である。これは外見が椅子の形に
みえることから，別名「椅子墳」とも呼ばれる。
「亀甲墓」は一人に対して建造される場合も
あれば，洗骨した複数の遺骨を共同で埋葬し
ているものもある。この形の墳墓は，申国北
部ではまったくみられない。中国北部の墳墓
は，平原地帯の「土饅頭」と山区地帯の「石
頭墳」ある。「土饅頭」とは一人一人の遺体の
上に盛り土をしている墓を指す。今回の調査
の時，筆者は，山東省済南市の南部山区地帯
の標高約二百メートルで，東西走向の「馬鞍山」
という山で五，六個の「石頭墳」を発見した。
これらの「石頭墳」は，石を積み上げて作ら
れており，長さ二ないし三メートル，幅一メー
トル，高さ三〇～六○センチメートルの，楕
円形の墓である（写真工［一1）。積まれる石は人
の頭よりも大きなものも少なくない。まだ，
墳の上部には，黄色の紙銭が置かれている（写
真1I－2）。墓の前に立てられている石碑の内容
から，父母が一緒に埋められ墓（写真■一3）や
「伯母」のために作られた墓（写真1I・4）であ
ることが判明できる。
　墳墓は死者が住む家であって風水と緊密な
関係がある。風水とは，都城・寺院・居宅・
墳墓などを構築するとき，予定地点の環境を
形成している大地自然の形・勢や方位，流泉
の有無，地表下の天気・龍脈の優劣・吉凶，全
局面における陰陽調和の適否を判断して，各
種の好条件を具備した地点をもとめる理論と
方法を含む体系である＊43。
　風水には，大きくわけて隠宅風水と陽宅風
水とがある。前者は墓地であり，後者は住宅・
都市を指している。朝鮮総督府で風水を研究
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していた村山智順は，隠宅風水の重要性につ
いて，次のように述べている。「墓地は父母の
宅地，住宅はその子孫の居宅であって，父母
と子孫との関係は根幹と枝葉とのものである
から，枝葉の繁茂を計らんとせば，その枝葉
そのものに手を入れるよりもむしろその根幹
に結ぶほうがその目的を達するに確実にして
速やかなると同時に，枝葉に等しき子孫の住
宅から子孫の生活に寄与する効果よりも，根
幹に相当する父母の安宅即ち墓地からの影響
が，より直接であり迅速であると云うのであ
る糾」。
　中国では自然環境がよい風水とは自然と人
問を同一原理として捉える「天人合一」「天人
相関」の思想に基礎を置いている。まず万物
を生成するエネルギーである「気」は，東方
の昆寄山を源にして，河川と山脈の地形にし
たがって流れると考えている。風水術では，
この気の流れのことを「龍脈」という。風水は，
この万物に活力を与える「生気」を得て，「蔵
風得水」（風を蔵して水を得る）ために，理想
的な自然環境を求める技術である。理想的風
水の地勢は，北風を守るように「祖宗山」が
そびえ，そこから両腕を伸ばすように左右を
山脈で囲まれている。山脈に囲まれた「明堂」
に墓や住宅があれば「生気」を浴びることが
できるのである。
　「風」は山に関係している。「水」は，祖山
から二またに分かれて周辺を巡る川，あるい
は左右両山の先に池や海がある地形を理想と
している。山東省では，山は子孫の数が多く
なることに関与し，水は金銭に関与している
と言われている＊45。
　王玉徳は陽宅風水についてつぎのような指
摘をしている。
　山岳地帯では，龍脈を見るよりは山を重視
する。けれども平野部では龍脈を見分ける山
がないので，田畑のわずかなうねでも龍脈に
みたてるが，一般に水をみる。「およそ平で広々
としていて手がかりがつかめない場合は，水
流で龍脈をみよ」とある。平地では水流をみ
るのである＊46。
　この見解は，陽宅風水のみならず陰宅風水
にもあてはまる。中生勝美によれば，平原地
帯にある済南冷水溝での墓地風水は山につい
ては問題にならず，水脈を重揮していたのに
反して，山岳地帯の山東省栖霞県での墓地風
水は山の形状を重視しているという＊47。筆者
が今回見つけた山東省済南市の墓は，全て山
の南斜面頂上かあらの三分の一の部分に位置
しており，墓の方向は南向き及び西南向きで
ある（写真工［一5）。ここでも，山の走勢が重視さ
れている状況が見られる。
　平地にある墓地の，風水の不利を克服する
ために，墓をつくる時には，風水先生の指導
が必要である。風水は人口的にも作られる。
「高一寸為山。低一寸為水」（一寸高めれば山
になり，一寸低めれば水になる）に従って，
墓の周りや底部にやや高いところや，やや低
いところを作ったりすることによって，人為
的に良い風水を形成することができる。
　前場村では風水先生を「算命的」と呼んで
いる。「算命的」は易者であって，羅盤（を使っ
て吉凶を占う。最近，前場村では，墓の場所
を選ぶ時に一盆の水と三匹の鰻を使って判断
した者も居る。これは，特にお墓の方角を決
定するときに用いられる。つまり，水を張り，
三匹の鰻を入れた一つの盆が，選定された墓
地に置き，鰻の動きによって描かれた水の波
紋の走向によって墓の方角を決定する方法で
ある。しかし，それは，一見簡単に見えるが，
「算命的」ではなければ，その方角を決定でき
ず，誰でも勝手に決められるものではないと
されている。
　A氏の墓は，華北平原地帯の典型的な「土
饅頭」である。ここでも，建造する前，やは
り「算命的」を招いて墓の位置と方向を決め
たのである。墓の中にはコンクリートで作っ
た墓室があり，墓前に墓碑は立ってない。
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二．A氏の墓地
　A姓一族は先祖代々を埋葬した「老墳地」
と呼ばれる墳地を保有していた。そこには族
譜から数えて二十二代前の祖先も埋葬されて
いる。4A（63）の曽祖父を頭にして埋葬してい
る「祖墳」もあった。
　五十年代及びその後の文化大革命の時期に，
農耕地を拡大するために，「老墳地」と「祖墳」
は次第に削られ，現在では，跡も分からなく
なっている。その後，村の幹部たちは村の痩
せた土地を選んで陵園（共同墓地）を作った（写
真1I－6）。A氏の遺体は火葬されて，その遺骨
が「算命的」の意見によって陵園の一角に埋
められている。陵園全体の墓の配置から見る
と，A氏の墓は陵園の一番西の畑に位置して
おり，方角は南向きである。そのすぐ近くの
右下側にはもう一つの小さい墓がある。それ
はA氏家族と関係なく，最近作られたばかり
の村人の墓である。
　お墓の前には墓碑を立ててはいけないとい
う村の捷がある。以前，ひそかに石碑を立て
’た農民があったが，結局，墓前の地下に埋め
るか，強制的に村の幹部たちにトラックで一
夜のうちにすべて抜かれ，捨てられたケース
も少なくない。村の人が「一朝天子一朝墳」
という諺で墓地の変遷が説明される所以であ
る。つまり，昔は皇帝の交代に伴って，墓地
に関する政策も変わり，したがって，墓地も
大きく変化したというのである。果たして，
歴代の王朝のすべての政策が最基層の農民ま
でに至ったかどうかは別の問題であるが，少
なくとも，農民たちの墓の大きな変化に処す
る泰然たる態度が，ある程度伺われる。最近，
また，新しい墳墓を立ててはいけないという
村の規定があったらしいと，村の人々が議論
していた。
　今回の聞き取り調査対象である4A（63）と
6A（58）は，父親のA氏の墓地のみに掃墓しに
行く。しかも，墓参りをする時は一年のうち
清明節だけである。死後三年未満あ時には，
一年忌，二年忌と三念忌は墓祭祀を行い，そ
して，大晦日の日にAの魂を墓から家に迎え
に行ったが，そのほかの日は墓に近づかない。
次は，この聞き取り調査を通じて，A氏家族
の清明節の墓参りの状況をまとめることとす
る。
三．A氏家族における清明節の「掃墓」
　清明節の「掃墓」の日付について，前場村
の人々に厳格な規定はないらしい。清明節当，
日に墓参りに行く人が大多数を占めているが，
それより一日前に行く人も居る。
　父親A氏の墓に対しては4A（63）や6A（58）
の両家族から，合わせて一人ないし二人の代
表を出して掃墓に行く。今年は4A（63）が一
人で掃墓した。
　清明の日に，黄色の紙銭，線香と掃除用の
工具を持って墓参りに行く。墓地に着いたら，
周りの雑草を除去して，雨や風に潰れた墳に
土を添えて形を整える。そして，墳頭に一枚
の黄色の紙銭を，さらにその紙の上に石を置
く。それは今年も掃墓したという証明であっ
て，外から見ると，この墓には子孫があるこ
とが一目で判断できる。掃除したあと，持参
してきた線香を焚き，紙銭を焼く。紙銭を焼
いているうちに，墓に向かって二，三回の礼
拝をする。紙銭を燃え尽きると家に戻る。そ
して，清明節の掃墓は終わる。この掃墓は午
前中に済ませた方が良いという。
　死後三年未満の時には，供物には，紙銭，
線香の他に，おかずや饅頭も用いられた。こ
の時に，掃墓した人は，4Aと6Aのすべての家
族成員であった。
　清明節に，A姓一族が集まって「老墳地」
で祭祀を行う事があったというが，祭祀の詳
しい情景について，存命中のA氏の家族は誰
も覚えていない。6A（58）は小さい時に祖父の
墓に掃墓しに行ったことがあるという記憶が
あるのみである。
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結び
　1．A氏家族における清明節の「掃墓」は，
父母だけに対する近祖祭祀である。フリード
マンのいう「同族結合の唯一の契機＊48」とな
る清明節の「掃墓」は，現在のA姓一族には
見られないのである。
　2．村では杜会・政治的な変動が激しかっ
たため，解放前（一九四九年以前）と解放後の
墓地や墓の配置が大きく変わったが，墓を建
てる場所を村の共同陵園に制限しても，新し
い個人墓地の選定1墓の方角の決定など，墓
の建造は風水と関連していることが見てとれ
る。
　3．清明節の「掃墓」の日付については前
場村の人々に厳格な規定はないらしい。それ
と対照的なのは金丸良子が記述している山東
省の例である。
　金丸良子の記述＊49によれば，山東省昌邑県
では，墓参りは必ず「清明」の前日に行われ，
「清明」当日の墓参りは許されない。これは清
明は「人節」で，人と鬼とは厳密に区別され
なければならないからである。
　「墳墓への供え者もまた厳格に定められて
おり，新鮮な魚一碗，たまご妙め一碗，肉の
細切りにら妙め一碗，肉とほうれん草の煮物
一碗をよういする。これらの料理は清明の時
期に出始めの食品で，まず，始めに祖先たち
に味見をしてもらう意味あいも込められてい
て，人々が先代の故人たちに敬度な気持ちを
以ていることが分かる」。
第2節旧十月一日のr送寒衣」
　本節では，まず，冠県前場村のA姓家族の
旧暦十月一日「送寒衣」について記述する。
次に，東南中国を中心とする関係資料に見る
年中行事の祖先祭祀を簡単にまとめて，前場
村A姓家族の年中行事における祖先祭祀の性
格を明らかにする。
　A姓家族の「送寒衣」
A姓家族の「送寒衣」は筆者の聞き取り調
査によれば次の通りである。
「送寒衣」は各世帯の主婦の仕事である。
　4Aw（62）は旧十月一日の夜8時ごろ，庭の
大門の外で，黄色の紙銭を焼き，父親のAの
墓の方向に向いて礼拝しただけで終わった。
　6Aw（55）は夜10時ごろ，黄色の紙銭を載せ
た一つのボールを庭に運んで火を焚いた。そ
して，ボールに向けて「天冷了，請参娘不要
着冷」（天気が寒くなったから，お父さんとお
母さんは風邪を引かないように）と言って，合
掌して礼拝をした。
　礼拝する時に人によって呼び方は異なる。
「お爺さん」，「お婆さん」を呼ぶ人もいる。い
ずれにせよ，死んだ人に衣服を送って「那辺
児」（あの世）で寒さを感じさせないようにお
願いする。
　始める時間については日が沈んだ後の方が
良い。祖先が鬼だから，夜になると出始める
からであるという。
二．資料に見える年中行事の祖先祭祀
　以上見たのは，冠県前場村A氏の家族の年
申行事における祖先祭祀活動である。一年の
内，旧暦正月の「拝祖」，清明説の「掃墓」及
び旧暦十月一日の「送寒衣」以外には，祖先
に対して祭祀を行わない。これに対して，東
南申国はどのように行われているのかを，瀬
川昌久の申小宗教の例＊50と未成道男の大型リ
ニージの例＊51を中心に検討することによっ
て，より明確に華北地域のA姓一族の祖先祭
祀の性格を明らかにする。
　瀬川昌久の調査した香港新界のS村李姓の
場合では，祠堂の中に一枚の「合祀型」の位
牌が置かれている。位牌条には「李氏堂上始
高曾祖之神位」とのみ記されていて，個人名
はない。この位牌上には，この村の李姓の始
祖以来今日まで五代間の祖先が祀られている
とされる。旧暦の元旦の午前中に，宗族内の
男性成員全員が祠堂に集合し，族長にあたる
男性のイニシアチブの下に一緒に祖先の位牌
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を拝む。祖先に対して参拝の趣旨を伝える「祭
文」のようなものを読み上げることはなく，
参拝はごく短時問で簡単に済んで，爆竹をな
らす。参拝は両掌を合わせて軽く身を前屈み
にしながら上下に振り動かす動作をするのみ
で，脆くことはしない。供え物は「食斎」，乃
ち精進料理であることがならわしで，果物と
酒と茶があるのみで，肉類はない。
　正月二日になると，ニワトリ，豚肉，魚，酒，
茶を供えて土地神，門神に向かって，線香を
捧げて，紙銭を焼いて爆竹をならして，拝神
をする。これがおわると，供え物はそのまま
祠堂に運ばれ，位牌の前に供えられて，祖先
祭祀が行われる。祖先への祭祀が終わると，
村の入り口付近にある大王爺と呼ばれる石の
祭壇にも行って，同様の礼拝を繰り返す。た
だし，これらは各家ごとに三々五々行うので
あって，全戸が一堂に会して拝むという拝み
方ではない。また必ずしも一家全員総出で行
くのではなく，誰かが代表で行って済ませる
場合も多い。その場合，代表は必ずしも家の
戸主たる男性とは限らず，婦人たちでも構わ
ない。
　正月三日以後，十五日までの間，毎日各家庭，
祠堂，大王爺の三地点での拝礼が繰り返され
る。もっとも，これらは線香とろうそく，そ
れに紙銭だけの，ごく簡単なものである。こ
うした簡単な祭祀は，以後旧暦の毎月一日と
十五日にも繰り返される。これらも，各戸の
中で手の空いたものが行くという程度で，多
くは申年以上の婦人である。
　S村李姓の場合，清明節の墓参りは各家庭
単位で組織され，一家の戸主たる男性を含め
て家族連れ立って出かける。従って日取りは
戸主や家族たちの都合によって多少前後する。
清明節’に拝まれ留対象は，戸主の父母の世代
が中心で，それより上の世代の墓には行かな
い。供物はやはり調理したブタ，トリ，魚と
果物，それに酒と茶であり，金・銀紙や陰司
紙などの紙銭，それに紙の祖先衣などを焼く。
　旧暦五月五日の端午説に，祠堂で祖先，観音，
大王爺を拝む。供物は調理した肉類と果物，
それに酒，茶である。
　旧暦七月十四日は孟蘭盆節であって，この
日は野鬼（祀る者のいない孤魂に供物や紙衣
を捧げる日とされており，焼衣節とも呼ばれ
る。夕方になると各家ごとに家の前に机を出
し，調理した肉，果物，御飯，酒，茶を並べ，
また幽衣と呼ばれる野鬼のための紙衣を燃や
して拝む。また，祠堂と大王爺にも供物をもっ
て参拝する。
　旧暦八月十五日仲秋節には各家，祠堂，そ
れに大王爺に参拝する。
　清明節には，各家の戸主の父母の世代の墓
を拝むのみであるのに対し，旧暦九月九日重
陽節には，宗族員は初期の祖先の墓を含む遠
い世代の祖先の墓を拝む。拝むべき祖先の範
囲は祖先全体のごく一部だけで，古い祖先の
墓の多くは参拝されることなく，その所在地
さえ分からなくなってしまうものも少なくな
い。この日，父母の墓を拝む時間がないので，
各家では旧暦九月中の適当な日に行われる。
　重陽節が過ぎると冬至である。ほかに節日
と同様に，天神，地神，門神を拝み，祠堂で
祖先と大王爺にも拝む。
　未成道男が考察した台湾の社頭旧社の正音
公底の事例では，世帯単位で行われる年中行
事は農地改革後衰退の傾向にある「祖盾」で
の祭祀と対照的に，極めて盛んである。旧暦
の大晦日の午後，大庁で祖先の公婚牌に対し，
神様に与えたものと同様のものを供え拝む。
旧暦正月十五に日の午後，大庁で祖先を拝む。
　清明節の午前中に，神明庁で神明に，つづ
いて大庁で祖先に，牲醍とチマキ，紅亀餅な
どを供え拝々する。午後，墓参をする。草取
りをして墓の回りを整理し，黄紙を墓の上に
奇数枚のせる。墓は地理風水の良いところを
個人ことに選んであるので分散しており，一
日では終わらないので，一カ月位前から遠い
墓の分を済ませておく。清明の日には比較的
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近くの近親の墓に家族連れで行く。このよう
に，墓参りに遠近二種類の祖先があり，近い
祖先は忌日に，遠い祖先は定期的に祀られる
傾向がある。
　端午にも大庁で祖先に牲酉豊と四果，チマキ
を供え拝む。
　申元節には，午前中に大庁で祖先へ牲酉豊と
麺，チマキ，四果を供え，古万金，大銀を燃
やす。
　中秋節には大庁で月餅を祖先に，冬至には
紅白の団子をそれぞれ供える。そして，十二
月二十四日午前，四果と線香を供え，神様や
祖先が天公のところに報告に行くのを送る。
結び：
　以上，第二章と第三章を通じて，山東省冠
県前場村のA姓家族における祖先祭祀のリ
チュアル・カレンダーを考察してきた。
　山東省冠県のA姓一族は族譜から数えると
二十二世代までに辿れ，梁辛層・前場村など
何村に居住して，かつて始祖を埋葬した「老
墳地」を有していたが，祠堂を持っていない
宗教である。一族としての祖先祭祀活動は，
一九四九年以前，清明節に「老墳地」で共同
で墓参りをしたこと以外，祖先祭祀は共同で
行わない。
　筆者の聞き取り調査対象である前場村A姓
家族では，一年中，旧暦正月の「家堂」を中
心に家族員の「拝祖」及び五服以内の「拝年」
と，清明節の父母だけの墓に対する「掃墓」，
旧暦十月一日に主婦の手に委ねる「送寒衣」
の祖先祭祀を行っているのみである。広東・
福建両省を中心とする中国東南部の宗族の関
与する大規模な祭祀活動と比べると，祭祀の
節日に差異が存在している。前述したように，
華北地域のA姓家族は端午節（旧暦五月五
日）・中秋節（旧暦八月十五日）・重陽節・
冬至の日には祭祀を全く行わない。そして，
宗族参与か否かによって，祭祀儀式規模や「祭
文」を読むか読まないか，礼拝の方式など祭
祀方法にも大きな差異が存在している。さら
に，位牌祭祀の形態にも，大きな差異が存在
している。さらに，位牌祭祀の形態にも，大
きな差異が存在している。
　瀬川昌久が考察した香港新界では，位牌の
形は「個別型」「合祀型」「列記型」の三種組
がある。「列記型」は通常中央に「○市歴代祖
先神位」などと書き，両脇に祖先の個人名を
いわゆる明穆の順で列記していくものである。
　これに対して，金丸良子の例の祠堂では，
「祖影」をかけて一族が共同に祭祀を行った。
「祖影」は「一幅の軸で，上方には格子があり，
その最も上の大格子の枠の中には本族の始祖
の言章名が書かれている。これは本族のすでに
亡くなっている先人の名譜であり，世代数に
従って並べられ，めんめんと絶え間なく長幼
の配列によって書かれている」ものである。
佐々木衛の楊姓の例では「家譜」を祠堂に掛
けて祭祀を行う。華北地域では「軸子」を使
う例が多い。
　聞き取り調査の頃，筆者は以外にも当地域
では周年祭が重視されている情報が入り，滞
在中，丁度，Aの二十周年祭祀を行うところで，
それに参加させてもらうことになった。第四
章では此のA氏の二十周年祭の記述である。
　　第三章　r局年祭」における祖先祭祀
　人の死後一年を「一周年」と言い，此の日
は忌日と称する。通常，「一周年」に「小祥」，
「二周年」に「大祥」，「三周年」に「揮祭」
を行い，それ以後は忌日・生日に祀るのみで
ある。儒教的儀礼の強い影響の下に行われる
祖先祭祀の慣行の一つこそは，毎年その命日
に欠かさず行われる忌日や生日及び「周年祭」
の祖先祭祀である。
　そこで本研究では，筆者が1997年11月に参
加して観察した，山東省冠県冠城鎮前場村と
いう一村落におけるA氏家族の二十年忌とい
う祖先祭祀の事例を詳細に記述して，されに，
資料に見る華北農村各地の忌日と「周年祭」
一145一
と対照して分析することによって，冠県前場
村における「周年祭」の祖先祭祀活動の実態
を明らかにする。
第1節　前場村における葬祭行事
　通常，冠県農民の日常生活の中で，「紅白喜
事」，つまり赤い色で喜びの気持ちをイメージ
する結婚儀式と白い色で悲しみを表現する葬
礼儀式は，最も重要な行事である。葬礼は「過
大事」（直訳すると，大きな事（活動）を行う）
と呼ばれて，婚礼よりも更に重要視されてい
る。筆者の聞き取りによる周年祭と関連ある
葬祭行事は以下の通りである。
　葬礼の儀式がおわると，「圓墳」と，「焼七」
を行う。「圓墳」とは，出棺の翌日に死者の子
孫と家族の者たちは紙銭と木のシャベルを
もって，墓地へ行く。墓地につくと，まず紙
銭を焼く。そして，木のシャベルで新墳に土
を盛り上げて，円形に整える。これを終えると，
新墳の周囲を時計回りに三回，逆回りに三回
と繰り返しまわってから，墓に向いて泣きな
がら叩頭し，家にもどることを指す。「圓墳」
の儀式が終わると，「焼七」を過ごす。つまり，
なくなった日から数えて十四日目には「二七」，
二十一日目には「三七」，三十五日目には「五
七」，四十九日目には「七七」を焼く。そのう
ち，「五七」は「焼七」の中でも最も重要なも
のである。紙銭・線香と供物を用意して墓地
に行く。「焼七」の後は死亡した一〇〇日に「祭
百日」を行う。これは葬祭行事の最後の儀式
である。以降は「周年祭」に入る。　「周年祭」
は，死亡後の経過年数によって「何年忌」で
呼ぶのが普通である。また，葬礼に比べて，
それほど大規模的に行われてはいないから，
「過事」とも呼ばれる。冠県前場村の場合，
主に一年忌，二年忌，三年忌，十年忌，二十
年忌が行われる。三十年忌を行う場合もある
が，非常に少ない。その理由は，村人の説明
によれば「世代問の間隔を三十年として計算
すると，上の世代が七十歳で死亡すれば下の
世代は四十歳であり，三十年忌の時には下の
世代は既に七十歳になってしまっている。七
十代というのは，たとえ亡くなっていなくて
も，年をとって自由に動けなくなる年齢だか
ら」ということであり，祭祀を司る下の世代
が高齢化することが原因なのである。また，
この村では，生日，忌日に祖先を祭祀する人
が非常に少ないが，これに比して「周年祭」
は広く行われている。村の中で，木製の位牌
を所持する人はない。「周年祭」は，主に死亡
した両親を対象として，墓地で祭祀が行われ
ることが多い。
二．A氏家族の概況
　第二章で既に述べたように，A姓一族の始
祖は最初に梁辛荘に定住して始めた。前場村
に移住してきたのは今回の「二十年忌」の享
祀社であるA’の父親の兄弟二人である。Aの
父親の一支は前場村に定住したが，もう一つ
の支の子孫（Aの世代に相当する）はさらに
ほかの村へ移住し，前場村から出た（図1－1参
照，p，10．参照）。現在，前場に住んでいるA
姓の人々は皆Aの父親の直系子孫である。今
回，Aの「二十年忌」に際して，この支からの
参加者もあった。
　A本人は一九五十年代には国家の幹部とし
て勤めていたが，定年後，故郷の前場村に戻っ
て老後生活を送り，二十年前になくなった。
死後，遺体は火葬されて遺骨（骨灰盆）は村
の共同陵園に埋められている。「二十年忌」は
一年忌，二年忌と三年忌と同じようにA氏の
墓地で行われた。
　Aは二男二女の子女を有している（図3－1参
照）。Aの長男一家は前場村に居住しており，
次男は冠城鎮に居を構えている。次男の6A58
を除いて，他の子女はみんな農民である。
　現在，長男4A63一家族は村の西の一画に屠、
住している。5年前に正式に分家して，4A63
夫婦はAが住んでいた「老宅」に住み，三人
の一自、子たちは別々に隣に居住している（図1－3
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参照，p，131参照）。二十年忌の集合場所は老
宅であるが，墓地での儀式が終わると，人数
が多いという理由で，参加者は20Aの家の庭
で食事を取った。
　次に，A氏の「二十年忌」について，第2
節において詳述する。
第2節　A氏家族における二十年忌
　本節では，聞き取り調査によって知ること
のできた，前場村における墓祭祀の一般的な
慣行について，儀式の時系列に沿って説明し，
同時にA氏家族の二十年忌を記述する。
▲＝θ
A 211111（震）
O＝△
［3］
△一○
［4］
O＝△　　　　　　△＝○
　［5］　　　　　［612211止（長）
0＝△△＝00＝△△?
△△O△　△
［15］［16］［17］
＿00＝△△三〇△＝00　△△＝00二△0＝△△　231阯（振）
△　　△　　　△　　△　0
［18］　〔19］　［20］［21］［22］
△　　　0　△
［23］　［24］［25］　241阯1（満）
［n］　：肚仰番・，｝（雛渚カ｛新ける）
（）内は雅（肚代）字
▲：事祀者であり、CgOである
△：捌亨11　　0：久性
△，0：婚姻閥係
カーブ内：家族範閉
図3－1 前場村A姓家族図
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一．時間：
　墓祀の開始時刻は必ず十二時午刻（正午）
でなければならないという捷がある。午後に
開始してはならない。それは，祖先は人では
なく「魂」であるからだという。儀式の式次
第の煩墳によって，所要時間は決まっていな
いが，大体二十分ないし三十分で済ませる。
A氏の家族は午前十一時四十分ごろ家を出発
し，五分後に墓地に到着した。儀式は精確に，
十二時に開始された。
二．享祀者
　儒家の古典的な定義によれば，享祀者は祭
祀を受ける人を指す。即ち，祀られる祖先の
ことである。忌祭の行われる代数は，一般に
四代つまり高祖父母までとされていた。しか
し実際には前場村では，通常，父母の奉祀だ
けが行われており，祖父母までを奉祀する人
は殆どないと言われる。また，直系親であっ
ても，再婚等により所属を換えた者は，実の
子を残していても忌祭の対象とはならない。
つまり，祖先から除外される。A氏家族の今
回の「二十年忌」の享祀者はA本人である。
三．参加者
　参加者には1）祭祀に直接加わって礼拝を
行う者，2）祭祀の準備を手伝う者，3）忌
祭の家を訪れるが墓祀には直接加わらず家で
見守っている者，の3つに分類される。3）は，
終了まで居るか否か，「謝飯」＊52に参加するか
否か，手みやげとしての「礼銭」＊53の多少等
によって参加の程度の強弱が分かる。以下，
1）と2）の狭義の参加者を中心に資料の提示
と分析を進めたい。
　1）（祭祀に直接加わって礼拝を行う者）は
主に「五服」の人である。
　フリードマンが述べたとおり＊54，五服には
二重の意味がある。まず，五服は実際のに縁
関係，即ち特定の個人（egO）を中心とする一
定の父系血縁集団の親族の範囲である。そし
てもう一つは，その血縁関係による葬式の着
衣をも意味する。その血縁関係は具体的に言
えば，図3－2に示したとおりである。
　冠県では血縁関係の意味としての「五服」
はかなり重視されてきた。昔は旧正月の「拝年」
（年賀）に行くには，「一拝祖先，二拝長輩，
三為兄弟互拝」の決まりがあった。乃ち，訪
ねた家に掛けられている族譜にまず礼を．して，
それから自分より輩（世代）が高い長輩に礼
をし，最後に白分と同じ世代の人と互いに礼
をすることである。五服はさらに，宗族関係
の「本家」と姻族関係の「親戚」に区分できる。
死者が男性ならば，主な親戚は，すでに嫁い
だ娘・姉妹・嫁の実家・妻の兄弟姉妹などに
なり，もし死者が女性ならば，すでに嫁いだ
娘・嫁の実家・兄弟姉妹・夫の姉妹などにな
る。
　A氏の場合は参加者は図3－3と図3－4の示し
た通りである。本家は，A氏家族と伯派のA
氏家族である。親戚については，娘の嫁ぎ先
（［3］，［5］），妻の実家，姉妹の嫁ぎ先の，
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△ △
△
△　　　　　　△
トr　　l
▲　　　△　　△
△
△
△　　　△
△　　　△
△　　　△
△　　△　　　△
△　　△
△　　　△
△
出所
　　　図3－2　五服関係図
晶莉莉r劉握一中国東北地方の宗教と
その変容一』東京大学出版会，1992年，
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血縁のない参加者もかなりあった。全部で二
十二人が参加してきた。
　2）（祭祀の準備を手伝う者）の中は，さら
に「執事的」「誌総」及びその他，の3つに分
類される。「執事的」は，式次第をスムーズに
進行させるために，「通」「賛」「引」，読や礼
生といった役を割り当てる。インフオーマン
トの説明によれば，昔は葬式や祭祀の際に，
これらの「執事的」を招いて儀式を行う「大
戸人家」（郷紳階層）が多かった。「通」は，式
次第の号令をかける役で，「賛」は主祭の後に
並び，主祭に付き添ってその動作を導く役で，
祭祀に詳しい者を選ぶ。「引」は，主祭を案内
する役である。このほか，雑用を手伝う「礼生」
がいる。前場村ではこれほど詳しく分類せず，
2ないし3名の「執事的」でこれらの役を全
て賄う。A氏祭祀には3名の「執事的」が従
事していた。墓地で祭祀を行うに当たって，
「執事的」の一人は，式次第を唱導して儀式を
進行し，祭主が叩頭する時に側に付き添う等
の役を担当した。他の二人の「執事的」はそ
の唱導に従って，祭主の代わりにお酒を地面
に注ぐ，紙銭を燃やす等の役を担当し，式次
第の進行を補助した。このことから，一人の
「執事的」は「通」，「賛」の役に，ほかの二人
は「引」や他の「礼生」に相当すると考えら
れる。
　「似房」とは当日の料理人を指す。彼らは，
祖先への供え物と「謝飯」の料理を作る。「似、
房」は，お金をだして迎えられた専門の料理
人である。A氏の場合20Aとその友人たちが
この役を担った。20Aは冠城鎮で料理店を経
営している。それぞれ全部で六人である。
四．衣服
　祭祀に際して着用する衣服は，灰色と黒色
を主な色調とする普段着である。男子の場合，
年配者は中山服で，若者及び村外で職につい
ている者は背広にネクタイ姿で参加する。三
年忌未満の場合，服は鮮やかな色を避ける方
が良いとされるが，十年忌，’二十年忌の時に
はあまり巌しく制限されていない。筆者が参
加した二十年忌では，宗孫女としての25A28
は赤いコートを着用して参加した。孝帽（白
い帽子）をかぶっていた者は，享祀者の孫の
妻三人である。孝子の4A58，6A63及びその家
族は，孝帽は一切かぶっていなかった。
五．供物
　供え物は大別して紙銭類，食物類と現金に
分けられる。
　紙銭は正式的に楮銭といって，天界または
冥界で現金として通用する紙幣とされている。
例えば，山東の喪葬習俗の中には，紙製の金
山・銀山，金のなる木（福銭樹）や，紙製の椅
子・卓などの用具等と共に，黄色い紙でこし
らえた箪笥で中に紙の銀塊（錠子）をたくさ
ん入れたものを焼く，というものがある。
　旧中国では，ものを焼けば天界または冥界
に届くと考えられていた。紙銭は，焼けば，
天界や冥界に着いて現金となるのであるから，
祖先に小遣いを贈るという意味で，古くから
葬式，墓参り，祭祀，寺廟への参拝（参詣）
などの際に，欠くべからざるものとされてい
た＊55。冠県でよく使用される紙銭類はさらに，
a）粗末な黄色紙で作った紙銭，
b）現行紙幣そっくりの紙幣型
C）本物にちなんで作られた「紙馬」，「紙牛」，
橋（「奈何橋」）花かごなど紙製品類の紙銭，
の三種類に分類される。最近，生活の（現代化）
近代化に伴って，「紙電視机（紙テレビ写真皿一
1参照）」「紙車（写真皿一2）」「紙泳箱（紙冷蔵庫）」
など電気製品の紙銭も出現した。a）とb）は，
街の近くの寿衣店（死者の服を経営する店）
（写真皿3）で購入することができるが，c）を
制作するには時間を要するため，確実に入手
するためには，20日以前に予約しなければな
らない。値段は高額な順に，c）→b）→a）で
ある。
　紙銭の焼き方は，一束そのまま焼く場合も
あるが，焼けやすいように黄色の紙銭を扇形
に開いて焼く場合が多い（写真皿4）。紙幣型
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の紙銭の場合は，一束そのままの形状で焼く。
a）は最もよく用いられる紙銭セ，手土産と
しても使われる。A氏の場合，この紙銭を一
束持参して参加した者は，親友や隣人である。
表で示したように，A氏の今回の供物の中で，
紙銭は相当の比重を占めている。さらにC）
の紙製品類は，紙銭の中で大きな比重を占め
ている。
　紙銭とならんで，祖先や神への祭品にはも
う一種類の供物がある。これは饅頭や三牲を
含めた「菜」を乗せる数枚の皿で組み合わせ
て供える祭品である。三牲とは牛，羊，豚，鶏
など，動物の祭品である。時代と地域によっ
て，三牲の内容にいくらかの違いがあったが，
通時代的に主要な祭品とされていた＊56。冠県
では丁寧な場合は鶏一羽，豚の頭一個と魚一
匹供える習俗がある。しかし多くの場合，経
済上の制約によって，略式で鶏一羽，魚一匹，
豚肉を以て三牲とされるようにな糺今日で
は便宜上，豚肉，鶏肉，魚を揃えるだけで祀
る人も多い。
　供え物は，皿の枚数，大きさ，さらに料理
の内容によってその丁寧さが表現される。冠
県では皿の枚数によって，十個を単位とする
「整卓供」か，六個を単位とする「半卓供」
かによって丁寧さが判断できる。「整卓供」と
は十皿の菜（料理）の「十碗菜」と十皿の饅
頭を，半卓供とは八皿か六皿の菜と八皿か六
皿の饅頭を，それぞれ組み合わせる。菜がなく，
すべての供物が饅頭である場合は「雪花供」
と呼ばれる。皿に置かれる饅頭の数は皿の大
きさによって決まり，ピラミッド状に積み上
げて置かれる。説明によれば，饅頭を皿に積
む積み方に規定はなく，見た目が良ければ良
い。皿は「鶏東魚西」の方法で祭卓の上に置
かれる。つまり，墓に向かって右側に鶏を，
左側に魚を置く。魚が丸ごとだったら，A氏
の場合もその規則は守られていた（写真皿一12
参照）。
　「菜」は，長男あるいは儀式が行われる家
が用意する。供えられた後，「謝飯」時，参加
者全員に食される。饅頭は，嫁，他家に嫁い
だ女性，姉妹等の女性の親戚が持参する。享
祀者との関係の遠近によって，十二斤＊57の「全
供」や，八斤又は四斤の「折供」を持参する。
持参した饅頭は，供物として他の祭品ととも
に全部墓地へ携帯して供える。儀式が終了し
た後，再び持ち帰り，「謝飯」時に参加者全員
で食する。「謝飯」後に残った饅頭は，持参し
た物に半分程度を持ち帰らせる。持ち帰る饅
頭は，参加しなかった家人に食べさせる。昔
は「菜」も持ち寄り，また持ち帰らせたが，こ
の際，魚は持ち帰らず残した方がよいとされ
た。これを「留魚不留鶏」と言う。中国語で
は魚の発音は「余」の発音と同じで「年年有
余」の意味に由来するものである。
A氏の供物は図3－5に示した通りである。
　A氏の供物は「全卓供」である。饅頭はピ
ラミッド型に二枚の皿の上に載せられている。
おかずには，豚肉の団子，鶏肉の揚げ物，魚
の揚げ物の「三牲」と大根の漬け物，白菜の
煮物，豆腐，煮物，妙め物など，十皿があって，
「整卓供」に構成されていた。その他に酒（宋
河大曲）一瓶，酒盃三個と箸何組が供えられ
ていた。お箸は立てておかずの中に挿したり，
載せ物の側に寄って置かれていた。
六．持参品と「扶助」
　「扶助」は葬式の際の「扶助」と同じで，一
家族を男性と女性に分け，男性を代表して家
長が，女性を代表して主婦が，それぞれ扶助
をする。そのようにすると，それ以外に当該
家族の構成貝が扶助を行う必要はない。しか
し，男女が扶助する形式は非常に異なる。即、
ち，男性が現金で扶助するのに対して，女性
は饅頭や紙銭を用いる。現金は干礼とも言い，
最も軽い扶助に属する。通常，隣の村人やあ
まり親しくない男性等が持参する。A氏の持
参品は表1のように，男性は現金や紙銭類，
女性は饅頭や紙銭類であった。
七．儀式過程　A氏二十年木における儀式の
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図3－5A氏二十年祭祀の供え物図
式次第は次のように行われた。
　1．集合
　正式の祭祀儀式は正午の12時に開始され
た。参加者はまず，享祀者Aが存命中に住ん
でいた，「老宅子」と呼ばれる現在の長男
4A63の白宅に集合し，人数が揃ったところで
墓地に出発した。
　4A63は，通常の自分の父母の「過事」の時
と同様に，当日の「主角（主役）」と見なされ
る。
　　次男6A58の話では，「兄は僕より（礼儀を）
　　よく知っている。
　　　　今日は兄が「主角（主役）」であり，
　　責任が一番重い」ということであった。
　ここで言う責任とは，父母に対する孝養よ
りも，儀式を順調に進行するといった家族の
面子に関わるものが多い。6A58は「兄の責任
が一番重い」と語っていたが，彼の妻6Aw55は，
朝8時半頃には家を出発し，4A63の家に手伝
いに行っている。自宅から村までの所要時問
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表1A氏二十年祭持参品一覧表
種類 紙　　　　　銭＊ 饅頭 現金 礼金
［31紙馬［161箱 ［151八斤
■　・　・　’　・　‘　i　一　■　一　一　一　■　■　■　■　一　I　・　・　i　．　一　一　・　一　■　I　一　・　’　・　一　‘　・　．　1　‘　1　‘　・　・ ●　■　一　一　一　●　●　●　I　一　■　一　●　‘　‘　一　一　一　I　一　一　一　●　1　i　一 一　一　i　一　一　一　一　．　■　■　■　一　・　I　－　i 劉20
家 ［17］箱一個〔19］花かご一個 ［171八斤［191八斤［4H18H201李20
一　■　一　一　●　1　■　I　・　一　●　一　’　■　・　I　・　・　一　■　・　．　・　．　・　・　i　i　■　・　・　i　・　・　・　…　　　　　　．　，　・　一 ・　■　i　■　’　■　●　・　●　一　・　・　■　’　．　…　　　　　一　一　‘　・　一　一　一　i ■　・　一　一　●　■　■　●　■　I　一　■　●　．　・　一 李20
［5］金童玉女一対［23］奈何橋一座［5H221八斤 宋20
［241花かご一個 趨20
・　…　　　　　　一　■　・　・　●　●　一　■　‘　一　一　・　●　一　‘　一　一　■　一　‘　一　一　一　一　1　i　‘　・　■　・　・　一　■　■　■　．　・　・ ■　一　一　・　■　‘　1　一　一　I　一　●　・　一　i　一　一　■　一　一　・　・　■　一　一　一 ■　一　●　●　I　一　一　●　・　‘　・　一　■　1　・　．
［6］一全院（四合院一座，100） ［6］（6Aw）十二斤） ［61200
［251八斤
族 一　・　・　‘　一　一　一　．　■　一　●　一　一　一　●　●　●　一　一　一　一　■　i　I　I　一　一　・　i　■　．　一　・　・　■　一　I　・　一　一　‘　■ 一　●　I　一　一　■　一　一　I　‘　i　i　一　‘　一　一　一　一　’　一　一　i　．　■　一　・■　一　一　一　一　‘　一　●　●　■　■　●　●　‘　・　■　i
［1】亭一座 ［7】四斤 ［1H7H81［9］
一　■　■　’　i　‘　‘　一　一　　一　●　●　1　■　■　●　●　i　一　■　一　●　・　i　一　一　一　・　i　一　．　・　一　・　‘　i　‘　一　・　’　一　■ ■　1　●　●　●　●　一　●　●　●　i　一　●　i　一　一　●　●　・　．　・　一　■　・　・　‘ 一　●　●　●　　一　・　i　■　　．　．　．　・　一　■　一　　一
［21奈何橋一座 ［101四斤1111四斤［2H131［141
［12］四斤
注：［n］は世帯番号、複数表示可能
　　現金の単位：　元（人民幣）
　　斤：　500gに相当する
　　＊：写真m－5～写真111－11を参照
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は，白転車を用いて三十分程度である。4A63
とその妻4Aw63は，朝8時からすでにお茶を
沸かす等の準備をしながら参加者の到着を待
ち始めた。
　参加者の多くは，十時から十一時三十分頃
にかけて続々と到着した。2A63，2Aw62，6A58，
6Aw55は，次々と訪れる参加者を男女別々に
堂屋へ通し，お茶を飲ませたり座るように勧
めるなどして忙しくなった。参加者が祭主と
挨拶をかわして談笑しているところに新しい
参加者がくると，座っている場所を譲る。主
人や主婦はまた新しい参加者と挨拶を始める。
　3A69と5A50は，それぞれ泣きながら庭に
入った。これは享祀者の嫁いだ娘は，村に入
ると直ちに大声で泣かなくてはいけないとい
う習俗があるからという。娘は同じ村に居住
していれば，白宅を出てから泣き始める。
3A69の場合は，庭に入ったところで，兄弟や
他の親戚に止められて泣き声を止めた。
　参加者は，十一時四十分頃墓地へ出発した。
男子は徒歩で，女性は車両を用いて移動する。
車両は四台のトラックである。A氏の場合は，
一台目のトラックに紙銭，‘饅頭など供物が乗
せられ，これと共に手伝う人が乗車し，最初
に出発した。二，三台目のトラックには女性
の親戚が乗車した。四台目のトラックに乗車
したのは，すべて享祀者の嫁，娘，孫である。
男性は四台目の後にしたがって歩いていった。
トラックがスタートすると直ちに，四台目に
乗車している嫁と娘は，一斉に「我的菱，我
的娘」（私の父，私の母）と，父母を呼びなが
ら泣き始めた。居住区を出てしばらく経つと
嫁たちは泣き声を止め，まだ泣いている娘を
なだめ始めた。墓地に着いて，ようやく娘は
泣き声を止めた。参加者が墓地に到着すると，
「執事的」は供物を並べ（写真皿一12，皿一13参
照），儀式が開始された。
　2．墓祀
　十二時（正午）に開始された。
　1）爆竹を鳴らす。（写真1V－1）
　2）礼拝をする（男性）（写真W－2）。
I　「初献」　酒を神前の酒盃に少し注ぐ。
礼拝する。お酒を地面に撒く。（写真］V－3）
■　「亜献」　二度目の酒を盃に注ぐ。
皿　「終献」三度目の酒を盃に注ぐ。
工V　「飲服」　主祭の代わりに「執事的」が，形
式的に料理の肉や野菜を摘んで地面に投げ
る。
V　「焼紙」黄色の紙銭を焼いて祖先に送る。
VI再び礼拝する。　（写真1V－4）
　4A63と2Ahは，それぞれ本家と親戚の代表
として，この一連の動作を一回ずつ行った。
4A63が行った時は，享祀者の子孫だけが陪祭
した。2Ahが行った時には，親戚の男性も加
わって自動的に二列に分かれて礼拝した。祖
先に対する礼拝が終わって，本家の人たちは
親戚の人たちと’向かい合って礼拝を行い，感
謝の気持ちを表した。女性はここまでの礼拝
には参加しなかった。（写真1V－5～写真W－8）
　3）礼拝をする（女性）。　嫁，娘，孫たち
は，墓の右前でひざまづいて叩頭するだけで
ある。　4）紙銭を焼く。　供物を降ろして紙
銭を焼く準備をする。4Adは，「野鬼」（子孫が
ない鬼）が入れないように一本の細長い棒で
地面に円状の線を描き，墓と紙銭を囲んだ。
そして，火を焚き始めた。（写真W－9～写真W
－13）
　5）紙銭が燃え尽きた後，女性の親戚のみ
は，墓に向いて再び礼拝をした。男性はその
後ろで陪祭した。　（写真W－14）
　6）男性，女性一同再拝する。
　墓前の式次第が終了した。所要時間は二十
分程度であった。参加者は全員，家に戻り，
「謝飯」する。帰途は男性もトラックに乗車し
て一緒に帰宅した。
　3．「謝飯」
　墓地から帰宅した後，祭主が感謝の意を表
すために，参加者全員で食事をすることを指
す。親戚の者が食事を終えて帰ってから，本
家の者が食べ始める。
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　1）「坐席」男女は別々に二つの部屋に分
かれて，一人ずつの「主親（上座に座る者）」
を設けて，各人が席につく。「主親」には，通
常，儀式に参加した者の内，享祀者と最も近
い血縁関係にある者，若しくは最も年輩の者，
最も地位の高い者などが就く。Aの場合は，
男性が3Aの主人であって，女性が5Aのぎりの
姉さんであった。
　2）「送菜」一番目の料理が運ばれて並べ
られることを指す。主親に従って食べ始める。
　3）「謝飯」菜がすべて並べられ，客が十
分食べた頃を見計らって，本家の代表が礼拝
に来る。
　4）「上飯」饅頭を食べ始める。飲酒はし
なくなる。
　5）「喝茶」　客が満足した頃，「謝飯」の終
了を告げる意味で茶を勧める。勧められた客
は，礼を言い，部屋を移り，まだ食事をして
いない者に席を譲る。
　「喝茶」の際には，実際に茶を飲む者もあれ
ば，茶を飲まず，饅頭を持って帰宅する者も
ある。
八．「挑理」
　周年祭における墓祀の節次は，家々により
細部に異同はあるが，ほぼ定式化している。
祖先に対する礼拝は，その丁寧さによって三
拝九叩礼と五拝九叩礼とに分けられるが，前
場村では三拝九叩礼を用いる人が多い。礼儀
の節次や供物の配置の細部は，村ごとに，さ
らには家ごとに差異がある。たとえば，叩頭
の数や女性の号泣する時問の長さとか，おひ
たし，肉，おかずを並べる順と品質などが異
なっていたりする。これらの差異は，偶然と
いうよりも，むしろ意識してつくられたもの
が多い。参加者は，供物の配置や参加者の作
法に注意し，自分たちのそれといかに違って
いるかを評判し，批評する。これを「挑理」と
言う。その作法の正当性をめぐる議論が闘わ
れることもある。一つの村には，通常一人な
いし二人の節次に詳しい人物が存在する。そ
ういう者には「好事的」という別名がある。
筆者の聞き取り調査対象の一人であるB（52）
は「好事的」である。「今の世では，若者がほ
んの少しの礼しか知らない。そして勉強もし
ない。西村（村の西に住む）のLの母親はす
でに重体になって先が長くないようだが，L
がまた（礼儀の作法を）を習わないから，そ
の時（葬式），きっとみんなに笑われる」と，
Bは語った。
　「好事的」は，ただ農事や自営業に従事して
いる普通の農民である。普段，村の中で誰の
家に婚礼や「過事」といった行事があるかを
よく知っている。そして，いったん行事が行
われれば，直ちに白ら手伝いに行く。当事者
の方は，感謝の気持ちとして，この人を家に
引き止めて一緒に「謝飯」をする。このよう
なことから，農村ではこういう人を「就為了
那二両酒」（ただほんの少しのお酒のために）自
分と全然関係のないことでもやると蔑視する
人も少なくない。しかし，そうではあっても，
紅白喜事の際には「好事的」が「執事的」と
したら，権威があり，儀式はその人の意見で
スムーズに進行して行く。
　以上見てきたように，周年祭は子孫の祖先
に対する孝の表現として，最もきちんと行わ
れている儀礼えある。しかし，参加者の多く
は無表情のうちに定められた動作を行い，儀
式を済ませた。これら一連の動作が，祖先へ
の追慕の念とどのように結びついているのか，
部外者には理解できないことが多い。一方で，
参加者の中には，供物の数や種類，礼拝の作
法などに注目する者も多い。例えば，6A58の
話によると，彼は三回叩頭をすれば十分であっ
たのだが，この祭祀では，叩頭の数が一回多
かった。三つの叩頭の数は，最初兄と共に父
親に一回目の叩頭をし，さらに自分が一人の
息子として父親に二回目の叩頭をし，三つ目
は親戚に感謝した時に兄を一緒に叩頭した。
この三回で十分であったのだが，最後に「謝飯」
の時に兄の後に従って感謝しに行った時，兄
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さんが年輩であったため，その代わりに一回
叩頭したのである。
　最後に，一つだけ補足説明をしておこう。
6A58によると，今回の二十年忌の儀式の式次
第は，最も盛大に行われた三年忌の際のもの
と殆ど同じであった。「五七三周年，不焼不周
全」という諺があって，A氏の二十周年忌が
行われたことは，冠県，前場村の典型とは言
えない。周年忌を三周年忌までで止める人が
前場村にも相当存在している。しかし，此の
二十周年忌を行ったことに関しては，少なく
とも前場朴の人々も祭祀を行った当事者も，
特に可笑しいと思わなかったらしい。
　以上が筆者の調査地，山東省冠村の前場村
A氏における二十周年忌の記述である。祭祀
を行った人々の心情を反映した農民の片言只
語をもここで記述したのはこの二十年忌の雰
囲気をできるだけ忠実に伝えたかったからで
ある。
九．結び：
　1．冠県では，周年祭は一周年から三周年
まで多く行われ，中には三周年祭は一番盛大
に行われる。三年忌を過ぎると忌日になって
も特別な祭祀は行わない。しかし，前場村で
は十周年祭，二十周年祭を行う人は珍しくな
い。
　2．周年祭は父母だけを中心とする近祖祭
祀で，位牌を使わず墓祭祀を中心に行われる。
　3．周年祭に参加する親族範囲は本家を中
心に，更に「五服」に広がって行く。祭祀を
行う時，親族と姻族，男性と女性とに分けて
別々に死者に対して礼拝を行っていることが
判明した。結婚による姻族問の連帯関係が相
当に重い比重を占めている＊58。図3－4の示し
た通りの嫁ぎ先から義理の姉妹が参加者とし
て多く来ていた。
　4．儀式の面では，人や家，更に村ごとで
多少の差異があるが，それを認めた上に，簡
略かされた儒教の儀式に従って行う。例えば，
祖先にお酒や料理を奉献する初献，亜献，終
献はきちんと行ったが，儀式のもう一つの道
具としての線香は使われなかった。
　5．超自然的存在を「紙」，「鬼」，「祖先」
に三分する方法は多くの研究者が取っている。
渡辺欣雄は「祖先」，「人」，「鬼神」の区分が
あるが，前場村の人々はそれほど明確な認識
していない。
　「昔の迷信的な言い方によると，人が死ぬ
と魂が分離し，西天へ行く」，「魂が墓地に住
んでいる」，「魂が泰山そして四川省の豊都曳
山へいくという伝説がある」などと認識して
いる。
　祖先に供えた供物をみると，あの世の祖先
もおいしい料理を食べられるように一組の箸
を用意したが，箸は必ず更の上に立てなけれ
ばならない。これは祖先が人ではない，「鬼魂」
だからのである。従って，地元では普段食事
をするときにお箸を立ててはいけないという
禁忌が子供たちの幼いときから親に膜けられ
てきた。少なくとも，祖先は人ではないこと
が分かる。
　祖先への敬意の表現である儀式の行為を観
察すると，その儀礼形式の入念さに比べ，祖
先が墓に住んでいる事や節日にあって家に
還ってくるという認識にくらべて，祖先が具
体的に居る場所，つまり祖先（魂）の空間的位
置づけの意識は稀薄であると見られる。
第3節　資料に見る周年祭
　第2節では，山東省冠県前場村という一村
落の，A氏という家族のもとで周年祭の祖先
祭祀慣行を紹介した。しかし，これが中国華
北地域の漢族社会における祖先祭祀の代表例
と言い得ないことは勿論のこと，山東省内，
さらに冠県内の代表的な事例であるというこ
とさえ困難である。中国という巨大で複雑な
社会に関しては，社会組織について論ずる場
合にも，また儀礼体系について論ずる場合に
も，地域による変化，さらには地域性だけに
還元できない細かな際というものを十分認識
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しておかなければならない。現地調査を行っ
た時にしばしば耳にしたのは，農民たちの説
明する言葉としての「家有家法，村有村規」
である。乃ち，家ごとに村ごとにそれぞれの
やり方がある。そうすると，広大な華北平原
の各県や各省も決して一様な地方文化から成
り立っているわけではないのであろう。
　地方ごとの習俗の違いを知る一つの手掛か
りに，地方誌がある。周年忌に関する文献記
載は華北各地の県誌に一番多く見られるが，
山東省内の各県の県誌の「祭礼」の項目を見
比べただけでも，祭祀慣行に様々な違いがあ
ることが推測される。地方誌記載資料による
場合，その地方誌の編纂年代や記載の根拠な
ど，史料批判に一種の困難さがつきまとうが，
それよりと，本論文では，地域ごとの慣行の
差異に注目して検討してみることにする。
　ただし，県誌に記載された祖先祭祀慣行は
考掘によるものや郷紳士大夫階層を中心に記
述した場合が多く，また記述者の単に外的表
象になる儀礼面のみに注目して記録した可能
性が高い。しかし，一これこそ，これらの郷紳
士大夫階層の儒教の穫制による儀礼主義を反
映していると考えられる。『冠県県誌』（清道
光十年修，民国二十三年重修）＊59には「士大
夫家多奉神主干正寝，歳時伏謄，及其忌日軌
備物致祭，焚香叩首，無他儀式。唯三周年祭，
則特殊鄭重，典礼儀式一如積期。問有行十周年，
二十周年祭者，上中人家多行之。」と記されて
いる。乃ち，この『冠県県誌』によると，士
大夫の家では忌日になると，供え物を用意し，
線香を焚いて礼拝をする他に別の儀式は行わ
ない。ただ，三年忌が一番重要視されて，儀
式の丁寧さは須期のと変わらない程である。
十周年忌，二十周年忌を行う人も居るが，そ
れは，「上中人家」（郷紳，地主階層）に集中
している。此の周年忌に関する記載は前場村
A氏の状況に吻合している。但し，A氏家族
は前場村ではごく普通の農民家庭であって，
前場村の村民や別の村からやってきた女性親
戚に聞いたところ，十年祭祖，二十年祭祖を
行う家族が少なくないと言う。十周年祭，二
十年祭を行う家は「上中人家」から一般の農
民にも広がっていることが推測できるのでは
ないだろうか。
　『続修清平県誌』＊60（民国二十五年鉛印本）
の記載によると，「一日追遠之祭（毎値死者周
年記念，多延賓致祭，俗名“作周年”」のよう
に，周年忌は通常「作周年」と呼び，お客を
招いて祭祀を行う場合が多いと記載されてい
る。
　冠県を含める卿城地区の他の県誌＊61の場合
には『清平県誌』に記されているように周年
の時に祭祀を行うが，特に何年までにやるか
についての記述がない。
　地方誌の他，周年忌や忌日における祖先祭
祀にかんする記載は習慣や地方色ある慣行と
して民俗誌に散見しているが，葬礼行事の補
助内容として葬礼記事の後ろに二三言で附し
ている形が多く見られて，専門的な研究はま
だ乏しい。
　一九四○年代には，日本満鉄調査班が行っ
た『中国農村慣行調査』は家族制度，祖先祭
祀に関して河北省昌黎県候家営，河北省良郷
県呉店村と河北省順義県沙井村を集中して
生々しい現地調査資料を残した。ここに見ら
れる祖先祭祀に関する内田智雄の論文につい
て，以下簡単に紹介することによってこの3
つの地域の祖先祭祀の様相が分かる。
　内田智雄は位牌のあり方（祭祀の対象とし
ての位牌を」般には常置していない），年中行
事における祖先祭祀や，出残以後における祭
祀の様態などを考察して，農民の「祖先祭祀
が明らかに一つの義穫に過ぎないといろ事実
に帰納し，またかかる事実やまたその考え方
は，基本的には祖霊の存在を否定する彼等の
徹底した合理主義に胚胎するものではあるが，
それはまた，儒家の薩制と，それに基く義穫
主義における宗教性の貧困に由来するもので
あることを見てきた＊62。」と，華北地域にお
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ける農民の祖先祭祀を評価した。
　一九四○年代から半世紀の後，三谷孝は一
九九〇年に再び呉店村と沙井村を訪ね，祖先
祭祀の現状の再調査を行った。表2に示した
通り，墓参りにする人が少なくて，しかも女
性に限っているが，位牌祭祀を行う人はない
ということが分かる＊63。
　内田智雄の言う儀礼主義，合理主義とは，
文章の中の例から見ると，「1真終追遠ノタメダ」
「白分ヲ生ミ育テ，クレタ」「単二記念ノタメ
ダ」など儒教の礼制に基づいて，「現実為本」
の思想を指す。農民の祖霊に対する態度はそ
の「存在を否定する」というものである。
　前場村でも祖先への敬意や追慕の念を現す
祭祀儀礼行為を追求する入念さと比べ，祖先
の空間的位置づけの概念が薄いが，それは，
ただ，儒教の「祭如在」「事死如事生」の孝の
精神に基づく道徳観念を表現する一つの方法
に過ぎないと考えられる。
　実際，「神」「鬼」「霊」について，筆者の聞
いたところでは，祖先は「霊」か「鬼」かはっ
きり区分できないが，確かに祖先が人ではな
くて「魂」であ．ることがわかる。供物のお箸
の供え方，紙銭類に現す陰間に対応する表現，
紙銭を焼く前，棒で円を描き囲むこと（写真
IV－9参照）など，これらは，「魂」に対する象
徴的な’方法であって，人には適用できない。
　そして，前場村では，祖先に対して用いて
表2アンケート調査表
㈱立：入）
沙井　村 呉店村　　、質間員目　A
70 60 50 ω 30 20 計 70 60 50 ω
?
20 計
男カ拝む O 0?????
劫拝む 0 O
男女と 0 O
誰もし風、 6 6 6 6 6 6 ? 4 4 5 3 ?
男カする 工 2 1 4 0???
効する 0 1 1 ユ 3
男女ともする 0 O
誰もレ風、 6 5 6 6 4 5 毘 2 2 3 4 1 皿
注1：岨年齢層（歳㈹を示す
出所：三谷孝『農民が語る中国現代史』p．213より
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いる言葉は「老爺爺，老妬（お爺さん，お婆さ
ん）」，「老祖宗」「蓼，娘（お父さん，お母さ
ん）」など生者にも用いられている親族名称で
ある。祖父母に対する名称が使われる現象は
韓国にも見られる。これについて，崔吉城が
しつけを厳格に行う父子関係よりも，甘えを
許す祖父と孫の関係としてのイメージを表現
している＊64と指摘している。
　前場村の他に，民俗誌的な著書の中で「魂」
に対処する多様な習慣をも記述している。
　『中国山東民俗誌』の記載によると，「山東
各地では『焼七』，『焼百日』，『焼周年』の習
慣がある。死者の死亡した日から数えて七日
ごとに線香を焚いて，紙銭を焼く祭祀儀礼を
一回ずつ行う。この祭祀儀礼は『焼七』という。
通常，『一七』から『七七』まで焼くが，巨野
県では『十七』まで焼く慣行がある。この七
個の『七』の中で，『五七』が一番重要視され
ている。『五七』になると，死者の親族が『金
銀山』，『揺銭樹』，『聚宝盆』等の紙銭をもっ
て墓地へ祭祀に行く」と記されている。周年
祭に関しては「民問では，三周年が特に重要
視され，墓祭祀の儀式は『五七』と大体同様
である。このあと，子女が孝服を脱ぎ，正常
な日常生活に戻る。死者に対しても特別な祭
祀一を行わないようになる」とも書かれている。
　祖先を「魂」として対処するもう一つの表
現は民問における旧正月の「迎祖宗」儀式と
旧十月一日の「送寒衣」活動である。
結び：
　1．華北各地における周年祭祖は多様化し
ている。
　各県ごと，更に各村ごとに周年忌は様々な
様態を呈している。古来の礼節として慣行の
命ずるままに行っている地域もあったし，全
然行ってはいないところもある。
　祭祀を行っていても，地域ごとに周年祭の
祭祀慣行も多様化している。一年忌，二年忌
で終わる地域と三年忌まで祭祀する地域が大
部分であるが，冠県の場合，二十年祭を祀っ
ているところもある。
　そして，儒教的儀礼により礼儀作法は簡略
化されている。儒教の礼儀作法は地元の言葉
を借用していえば「古礼」である。例えば，祖
先へ最も敬意を現す言葉は「五拝九叩礼」で
あるが，この二十年祭では，「五拝九叩礼」を
する人が一人もいない。その代わりに，簡単
に「三拝九叩礼」を行って済ませた。「謝飯」
の際に，おかずを持ってくる度に，家族の代
表が一回の礼を言わなくてはいけないが，A
氏家族が象徴的に一回だけを礼を言いに来た
と，インフォーマントが語っていた。
　2．祭祀慣行は多様化していると同時に，
儀式作法の標準化への指向性が見られる。冠
県前場村の場合，供え者の細部までの用意や
配置が祖先へ敬意を現す礼拝のやり方は家ご
と，村ごとに違う。
　ここで標準化とは，簡単にいえば，儒教儀
礼に基づく儀礼式次第の標準化である。「挑理」
の部分は農民の気持ちや考え方をよく現わし
ている。村人がおのおのの違いを認めたうえ
で，、礼儀作法の是否をも評判している。その
礼儀作法の是否を判断する標準は「古礼」で
ある。農民の口からしばしば出たいわゆる「古
礼」とは，厳格な儒教の儀礼条例や書籍を指
すものではなくて，汎汎たる儒教の礼儀作法
として，昔の「大戸人家」（郷紳）がよくやっ
や方法である。
　耳莉莉は「郷紳」について次のように定義
している。
「中国語では，『士紳』という。『士紳』は，
必ずしも『官』と同一視はできない。『官』は
官府に官位を持って居る人であって，『士大夫』
である。『士紳』は，地元の出身で，学問があ
り，官僚になっても地元に定住し，官位がな
くてもあるいは退官してからも社会的な地位
がある人々である」＊65。
　更に，同氏はこの郷紳階層が農民に対して
大きな影響力を持っていたことを挙げた。一
つは，郷紳は儒教の道徳を執行する模範であ
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ること。もう一つは，郷紳は，昔から伝わっ
てきた日常生活における様々な「規矩」（行事
作法）をきちんと遂行するため，農民の手本
とされていたことである。
　筆者も轟莉莉と同じ，この「郷紳」階層の
人物が「古礼」を教える担い手として重要な
役割を果たしたと考える。
　そして，「執事的」という人物も大きな役割
を果たしていると考えられる。これらの者が
村では少なくとも知識を持った儀礼に詳しい
者であって，村の「好事的」として，村の間
のつながりになってもいる人物である。各村
の「紅自喜事」の標準化にも重要な役割を立っ
ていると考えられる。
3．周年祭は父母だけを対象にする近祖祭祀
として，個人的な情緒が強く見られる。親族
組織の面からみると，周年祭は家族レベルに
おいて，本家を中心に，「五服」の近族までに
とどまる祭祀で，一族の共同行事としての姿
が全然みられないが，年申行事における祖先
祭祀に比べて盛大に行われる祭祖行事である。
結論
　従来，社会人類学における祖先祭祀の研究
は，申国東南部に集中して彪大な考察事例と
分析結果を蓄積してきたが，北中国地域に関
する専門的な研究は皆無に近い。東南中国の
発達したリニージに反して，しばしば外族入
侵のため，同族結合が弱い華北地域には，普
通的に弱小宗族の存在が見られる。華北平原
に位置している山東省冠県の内陸村落前場村
におけるA氏家族及びその一族は華北地域の
中小規模な宗族に属している。本論文の内容
は華北地域の漢民族の内陸かつ雑姓村におけ
る中小規模の一族の祖先祭祀の様態を考察し
たものであって，これまでなされてきた東南
中国に対する研究の知見は果たして，華北地
域に適用できるか否か，を検証することをも
試みたものである。少なくとも，本研究は漢
民族の祖先祭祀の研究を深めるためには，華
北地域の山東省冠県前場村の一家族における
祖先祭祀の事例を提供し，これを分析するこ
とを試みたものである。此が，本論文の研究
の意義の所在であると私は考えている。
　冠県前場村A氏家族の年中行事における祖
先祭祀は旧正月の「拝祖」，清明節の「掃墓」
と（農歴）十月一日の「送寒衣」が節日ごとに
行われている。
　旧正月の「拝祖」は「家堂」を中心に「本家」
家族が集まって共同で大晦日の祭祀儀式を行
う。正月坊日に，近支（五服以内）の「家堂」
に礼拝をする。時間帯は同じであるが，各々
で祭祀するので，共通性を見出しにくい。
　A姓一族は，系譜的に認知できても，実際
の祖先祭祀において，一族としての纏まりが
見られない。祖先祭祀において機能する親族
単位は「本家」を中心に五服以内の近支にと
どまる。家族レベルの祖先祭祀である。
　しかし，この家族レベルで，「家堂」を中心
に行う旧正月の「拝祖」は，華北地域の祖先
祭祀の一つの特色であると考えられる。筆者
によるA氏の「家堂」とH氏の「家堂」につ
いての聞き取りの結果から見ると，始祖から
一族の先祖代々の名前が記されて，それに対
して，祭祀を行うことは一族の祖先全体に対
する礼拝である。そして，正月朔日に「拝年」
（年賀）に行くときに，相手の「家堂」に礼拝
を行うことも「同宗共祖」の意識を現してい
る。此の点は，東南中国の位牌祭祀に比べ，冠
県前場村A氏家族のみではなく，華北地域の
旧正月祭祀の特色であると考えられる。
　旧正月に比べて，清明節と十月一日の行事
はもっと疎らだのである。一九四九年前に，
「老墳地」が保有されていた時には，一族とし
て，集合して，共同して始祖等の墓参りをし
たことがあったが，現在，家族の一人を代表
として父母の墓に掃墓するのみである。フ
リードマンがいう「同族結合の契機」は見ら
れない。十月一日の「送寒衣」は，男性では
なく，各世帯の主婦の仕事であるから，女性（主
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婦）の役割牟大きいρ
　年中行事におげる祖先祭祀は東南中国に比
べて，行事としての回数は少なく，規模は小
さく，儀式の内容も簡単であるが，これこそ，
中央政府政権のコントロールが強い華北農村
で，祖先祭祀が存在している原因であろう。
　A氏同族の協同性が強く見られる祖先祭祀
は，葬礼直後の三周年祭とその後の十周年・
二十周年祭祀である。三周年を過ぎると，忌
日には特別な儀式を行わず，十年ごとに，近
族の者が集まって墓祭祀を行う。近族は「本家」
を中心に五服まで留まって，そして，女性姻
族の役割が大きい比重を占めていることが見
られる。
　以上，中国山東省冠県前場村A氏家族にお
ける祖先祭祀について記述・分析してきた。
これが，ただ，近年，華北地域における族譜・
家譜を修復して，祖先祭祀の行事が次第に興
起している動きの中の一現象にすぎない。A
氏のような中小宗族ではなく，華北地域にお
ける大型宗族についての研究も期待されてい
る。
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費孝通『郷土中国』生活・読書・新知三聯書店，
　　1986年
侯木，萢麗珠『中国民衆宗教意識』天津人民
　　出版社，1994年
李景漢編著『定県社会概況調』中華平民教育
　　促進会，1933年
（清）梁永康等修・趨錫書等纂『冠県県誌』
　　（清遣光十年修・民国二十三年補刊本），
　　成文出版社，1967年
民国梁鐘亭等修，張樹海等纂『続修清平県誌』
　　（民国二十五年鉛印本），成文出版社，
　　1967年
『山東省地図冊』山東人民出版社，1995年
王玉徳　『神秘の風水』広西人民出版社，1991
　　年
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付録2　写真
写真は，筆者が1997年11月に中国山東省で現地調査を行った時に撮影したものである。便宜のた
め，その内容によって，以下の四種類に分類する。
I：A氏の家族住居
1I：墓及び墓地類
皿：紙銭類
1V三A氏二十年忌儀式過程
I：A氏の家族住居
1－1　堂屋
1－2　影壁
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壮王爺（竃神）1－4
（石墳）石頭±文1l－2
一167一
財神爺1－3
墓及び墓地類n
（石墳）石頭域
?
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r正房」lll－5
r一整院」
r金童玉女」1l1－7
一170一
9亭8　奈何橋
11供物（二）酒杯1－10　供物（一）
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紙銭を焼く1V－12を焼く氏蓋
紙銭を焼くlV－13
るす拝再????
????????lV－14
lV－11
